
全国世界の水の偉人と研究所のあゆみ
治水の偉人 周藤彌兵衛翁（1650 ～ 1752）　島根県松江市八雲町
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全国世界水の偉人 172 人の名前 功績を灯籠に記し  全国世界水の偉人 172 人の名前 功績を灯籠に記し  
水と火と健康寿命の聖地  を全国 世界に発信水と火と健康寿命の聖地  を全国 世界に発信

円成寺住職 若月様を祭主に護摩祈祷円成寺住職 若月様を祭主に護摩祈祷

星は竹島
ユーラシア大陸から見た日本

https://youtu.be/_PoQl2UW86E
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1994 年　周藤彌兵衛翁シンポジウム 2002 年　中国山東省台児荘　孔子・孟子・周藤彌兵衛・清原太兵衛像出発
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2005 年　アリゾナ記念館訪問・献花2003 年　中国庭園燕趙園に孔子・孟子像を建立
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2007 年　燕趙園に孫子像を建立2006 年　燕趙園に西王母と八仙人を紹介し建立
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2013 年　平和宮 100 周年で世界平和事業家 20 人に選ばれ式典に出席

写真集ダウンロード

1. Andrew Carnegie 　　アンドリュー・カーネギー   （1835-1919）
2. Albert Smiley  　　アルバート・K. スマイリー   （1828-1912）
3. Alfred Nobel   　　アルフレッド・ノーベル  （1833-1896）
4. Priscilla Peckover  　　プリシラー・ペコヴァー   （1833-1931）
5. Jan Bloch   　　ジャン・ブロッホ   （1936-1902）
6. Edwin Ginn   　　エドウィン・ジン    （1938-1914）
7. Johan Wateler J.G.D.  　　ワテラー     （1858-1927）
8. Henry Ford   　　ヘンリー・フォード    （1863-1947）
9. John D. Rockefeller, Jr. 　　ジョーン・Ｄ．ロックフェラー .Jr. （1874-1960)
10. Cyrus Eaton   　　サイプラス・イートン   （1883-1979）
11. Nobuo Nakano  　　中野信夫     （1910-2010）
12. Young Seek Choue  　　趙 永植：チョウ・ヨンシック  （1921-2012）
13. Joan Kroc   　　ジョーン・クロック    （1928-2003）
14. Cora Weiss   　　コーラ・ワイス    （1934-）
15. Ted Turner   　　テッド・ターナー    （1938-）
16. Akio Komatsu  　　小松 昭夫     （1944-）
17. Mo Ibrahim   　　モー・イブラハム    （1946-）
18. Richard Branson  　　リチャード・ブランソン   （1950-）
19. Bill Gates   　　ビル・ゲイツ    （1955-）
20. Melinda Gates  　　ミランダ・ゲイツ    （1964-）

【世界の平和フィランソロピスト（事業家）20 人

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20130830-0910haag.pdf
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2014 年　ウィーンでズットナー賞を受賞、ズットナー像を貸し出し

写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20140617-0618wien.pdf
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2014 年　周藤彌兵衛翁大銅像建立除幕式

写真集ダウンロード

2014 年　出雲から陽が昇るシンポジウムでズットナー像を日本初公開

イベントホームページ

イベントホームページ

https://www.hns.gr.jp/download/140801yahei_report.pdf
https://www.hns.gr.jp/event/20141123.html
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2015 年　水と火の祭り

写真集ダウンロード

2015 年　日英対訳悠久の河 周藤彌兵衛翁物語 出版

写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20150801hitomizunomatsuri.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20151117symposium.pdf
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2016 年　悠久の河シンポジウム

写真集ダウンロード

2017 年　アリゾナ記念館訪問・献花

写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20161120yuukyuunokawa.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20170606hawai-arizonamemorial.pdf
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2018 年　ズットナー像韓国へ向けて出発式

写真集ダウンロード

2019 年　韓国　李承晩元大統領邸・西大門刑務所歴史館・安重根義士記念館訪問

写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20180321nihontosaisei.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20190523koreaphoto.pdf


22 23

2019 年　聖火リレー

写真集ダウンロード

2019 年　全国・世界水の偉人覚醒顕彰祭開催

写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20190429eventphoto.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20190608mizunoijinphotobook.pdf
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2020 年　バルトン　青山霊園墓参

写真集ダウンロード

写真集ダウンロード

2021 年　バルトン像復元リモート建立式典参加

写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20200218burton_photobook.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20200820burton_photobook.pdf
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2021 年　第 0 回国際 Zoom シンポジウム

写真集ダウンロード

2021 年　日中合作歌劇 蓬莱の國 徐福伝説 オペラコンサート

写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20210222eventphoto.pdf
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2021 年　水の都プロジェクト共同開催　全国水の偉人覚醒顕彰灯籠

写真集ダウンロード

夢を信じていない人は
現実主義者ではない

ベルタ・フォン・ズットナー 岩より水

ダイジェスト動画 21 分 47 秒 写真集 PDF：4.5MB講話文 PDF：2.7MB

2017 年 7 月 8 日～ 10 日 中国北京
中国全民族抗戦勃発 80 周年記念国際二戦博物館長フォーラム

https://www.hns.gr.jp/download/20210926eventphoto.pdf
https://youtu.be/2eNKGIigoZw
https://youtu.be/2eNKGIigoZw
https://www.hns.gr.jp/download/20170716tairitsukarakyousei.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/rollemabook151029.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20170709photoalbum.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/hnspdf/20160101iwayorimizu.pdf
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正義から道理へ　歩いたあとに道ができる

PDF：2.1MB

PDF：4.7MB

Youtube　22 分

日本の縁結びから世界の縁結びへ

ズットナー像全国世界 5 箇所同時建立パネル

人間自然科学研究所
タペストリー

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/tapestry/202310tapstry-hns.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/suttner_p.pdf
https://youtu.be/fLJPOGdD03s
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PDF：3.8MB PDF：3.2MB

happygate 門番
タペストリー

やくも水神
タペストリー

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/tapestry/202310tapstry-suishin.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/tapestry/202310tapstry-monban.pdf
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やくも水神で始まる真の働き方改革！！
民民公連携

継体天皇ゆかりの九頭竜川農業用水施設で ｢やくも水神｣ が大好評 !

2000年発売以来  水道  2,251　下水道  13,430　農業用水  205　消雪  441　河川･その他  673 （2023 年 7 月）

全国自治体数1,724 503自治体納入実績 17,000施設
水神ホームページ 水神資料アーカイブ 水神ビデオアーカイブ

QRコードを読み取り、水神ホームページ・新聞、雑誌、資料、動画をご覧いただけます。

九頭竜川鳴鹿土地改良区訪問 河合春近発電所 国内最大級の通水配管（直径約3ｍ）九頭竜川下流鳴鹿中央管理所

三重県
伊賀市
立梅用水土地改良区

滋賀県
彦根市
長浜市
近江八幡市
草津市
守山市
栗東市
甲賀市
野洲市
湖南市
高島市
米原市
大津市
竜王町
愛荘町
高島土木事務所
湖北土地改良区
南部土木事務所
早崎内湖土地改良区
姉川沿岸土地改良区

京都府
福知山市
城陽市
京丹後市
南丹市
久御山町
京丹波町
与謝野町
京都土木事務所
乙訓土木事務所

大阪府
藤井寺市
豊能郡能勢町

兵庫県
姫路市
明石市
洲本市
豊岡市
加古川市
赤穂市
西脇市
三木市
加東市
加西市
朝来市
多可郡多可町
市川町
上郡町
美方郡香美町
美方郡新温泉町
東播用水土地改良区
北淡路土地改良区

奈良県
奈良市
香芝市
葛城市
高市郡高取町
奈良県高田土木事務所

和歌山県
御坊市
新宮市
美浜町
印南町

鳥取県
鳥取市
米子市
倉吉市
境港市
岩美町
若桜町
八頭郡智頭町
八頭郡八頭町
東伯郡三朝町
東伯郡湯梨浜町
東伯郡琴浦町
東伯郡北栄町
西伯郡大山町
西伯郡南部町
西伯郡伯耆町
日野郡江府町
企業局
ＥＣＯ＆ＡＴ

島根県
松江市
浜田市
出雲市
益田市
大田市
安来市
雲南市
奥出雲町
飯石郡飯南町
邑智郡美郷町
邑智郡邑南町
津和野町
吉賀町
隠岐郡海士町
島根県土木事務所
島根県中海

岡山県
岡山市
倉敷市
津山市
玉野市
井原市
新見市
瀬戸内市
赤磐市
真庭市
小田郡矢掛町
苫田郡鏡野町
勝田郡勝央町
勝田郡奈義町
久米南町
久米郡美咲町

広島県
三原市
福山市
府中市
庄原市
尾道市
水みらい広島

山口県
下関市
宇部市
山口市
萩市
防府市
下松市
長門市
美祢市
周南市
周防大島町
阿武町
田布施町
秋芳鉱業株式会社
宇部・阿知須公共下水道組合

福岡県
大牟田市
久留米市
直方市
八女市
筑後市
行橋市
中間市
小郡市
筑紫野市
春日市
宗像市
うきは市
宮若市
朝倉市
みやま市
那珂川市
志免町
芦屋町
鞍手郡鞍手町
朝倉郡筑前町
田川郡添田町
築上郡吉富町
築上郡築上町
北九州県土整備事務所

佐賀県
佐賀市
唐津市
鳥栖市
多久市
武雄市
鹿島市
嬉野市
神埼市
吉野ヶ里町
基山町
みやき町
杵島郡江北町
杵島郡白石町

長崎県
長崎市
佐世保市
諫早市
大村市
松浦市
壱岐市
雲仙市
南島原市
川棚町
小値賀町
佐々町
対馬市
西海市

熊本県
熊本市
荒尾市
玉名市
菊池市
上天草市
宇城市
阿蘇市
天草市
南阿蘇村
嘉島町
益城町
芦北町
球磨郡錦町
多良木町
球磨郡湯前町
球磨郡相良村
あさぎり町

大分県
大分市
佐伯市
津久見市
杵築市
宇佐市
豊後大野市
国東市
船団システム

宮崎県
宮崎市
都城市
延岡市
小林市
日向市
串間市
西都市
えびの市
国富町
東諸県郡綾町
児湯郡高鍋町
西米良村
児湯郡川南町
諸塚村
美郷町
五ヶ瀬町
宮崎県高鍋・
木城衛生組合センター
宮崎県道路公社

鹿児島県
出水市
指宿市
垂水市
薩摩川内市
霧島市
南さつま市
奄美市
大崎町
南大隅町
大島郡大和村
和泊町
知名町
仙巌園
竹子土地改良区
川内川水質監視

沖縄県
那覇市
宜野湾市
名護市
うるま市
宮古島市
南城市
金武町
中城村
デモ市
恩納村

関西中国九州・沖縄
徳島県
阿南市
那賀町
板野町

香川県
高松市

愛媛県
松山市
八幡浜市
伊予市
西予市
砥部町
内子町
伊方町
愛南町

高知県
安芸市
宿毛市
土佐清水市
香南市
本山町
土佐郡土佐町
仁淀川町
中土佐町
四万十町

四国

北海道
札幌市
旭川市
北見市
岩見沢市
長沼町
当別町
蘭越町
中川町
湧別町
雄武町
厚真町
新冠町
白糠町
別海町
黒松内町
中標津町
音威子府村
初山別村

北海道大学
北海土地改良区
新篠津土地改良区

宮城県
仙台市
仙台市若林区
白石市
栗原市
大崎市
気仙沼市
村田町
丸森町
山元町
利府町
七ヶ宿町
南三陸町
美里町

福島県
福島市
郡山市
白河市
田村市
須賀川市
喜多方市
南相馬市
塙町
只見町
棚倉町
三春町
浪江町
新地町
南会津町
会津坂下町
会津美里町
西郷村
湯川村
昭和村
葛尾村
大玉村
飯館村

株木建設
須賀川市藤沼ダム

青森県
五所川原市
平川市
平内町
鶴田町
三戸町
五戸町
田子町
南部町
外ヶ浜町
蓬田村
新郷村

秋田県
横手市
大館市
湯沢市
大仙市
仙北市
北秋田市
由利本荘市
小坂町
藤里町
三種町
井川町
上小阿仁村
三種町土地改良区
大館市土地改良区
北秋田市鷹巣土地改良区
北秋田地域振興局

山形県
鶴岡市
酒田市
村山市
河北町
朝日町
高畠町
小国町
白鷹町

岩手県
盛岡市
釡石市
奥州市
滝沢市
久慈市
陸前高田市
岩手町
大槌町
岩泉町
洋野町
西和賀町
九戸村
田野畑村

栃木県
栃木市
小山市

群馬県
伊勢崎市
赤城西麓土地改良区

埼玉県
川越市
熊谷市
秩父市
鴻巣市
深谷市
桶川市
坂戸市
滑川町
吉見町
東日本明星 ( 株 )
山本食品工業

東京都
武蔵野市
町田市
第六建設事務所
首都大学東京
首都高速道路

神奈川県
横浜市
厚木市
海老名市
中井町
松田町
真鶴町

茨城県
常陸太田市
つくばみらい市
城里町
境町
霞ヶ浦導水工事事務所

千葉県
千葉市
市川市
船橋市
松戸市
茂原市
東金市
旭市
八千代市
我孫子市
浦安市
袖ケ浦市
山武市
九十九里町
睦沢町
佐倉市
千葉国道事務所

新潟県
新潟市
新発田市
小千谷市
見附市
糸魚川市
妙高市
上越市
佐渡市
長岡市

富山県
富山市
高岡市
魚津市
砺波市
南砺市
射水市
朝日町
富山県土木センター
新川土木センター

石川県
金沢市
小松市
輪島市
加賀市
かほく市
能美市
河北郡津幡町
鳳珠郡能登町
市之瀬用水土地改良区
中能登土木総合事務所
才田土地改良区
白山市

福井県
福井市
敦賀市
勝山市
鯖江市
あわら市
坂井市
吉田郡永平寺町
三方郡美浜町
若狭町
敦賀港湾事務所
丹南土木事務所
嶺南振興局敦賀土木事務所
日野川用水
松ヶ鼻用水

山梨県
都留市
身延町

長野県
長野市
上田市
岡谷市
飯田市
伊那市
大町市
飯山市
佐久水道企業団
小海町
御代田町
青木村
原村
中川村
松川町
高森町
木曽町
朝日村
小谷村
坂城町
信濃町
小川村
飯綱町
白馬村
木島平村
SPF こがねや

岐阜県
大垣市
瑞穂市
郡上市
下呂市
海津市
羽島郡岐南町
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東北関東中部 北海道

パッケージ水神に更新
水道水道
2017 年 島根県益田市 8 面体1 施設

下水道下水道

2016 年
2020 年

千葉県東金市
埼玉県秩父市

6 面体
6 面体

1 施設
2 施設

パッケージ水神 新規設置

下水道（79施設）下水道（79施設）

水道（32施設）水道（32施設）
2001 年
2003 年
2005 年
2005 年
2005 年
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島根県奥出雲町
島根県益田市
島根県浜田市

8 施設
8 施設
3 施設
1 施設
1 施設

3 面体
4 面体
4 面体
2 面体
5 面体

2009 年

2012 年
2012 年
2013 年
2014 年

秋田県井川町
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1 施設

2 施設
1 施設
2 施設
3 施設

2 面体

2 面体
2 面体
2 面体
3 面体

2016 年
2016 年
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宮城県白石市

1 施設
1 施設

3 面体
1 面体

2014 年
2015 年
2015 年
2016 年
2017 年
2019 年
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1 施設
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2011 年
2011 年
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民民工連携とは
民民＝①市民 ②水に関わるあらゆる事業者
　公＝③役所 ④官僚 ⑤政治家 ⑥学校及び学会
連携＝あらゆる水の情報をクラウド上で一元化。集まってくるデータを国民共有の財産
　　　として活用する。災害に強く、施工管理コストは安く、市民にとっても水道料金が
　　　安く、携わる民間事業者にとっても、管理監督をする公にもいい連携を生み出す。

カタログダウンロード

やくも水神ダイジェスト版
[PDF:5.7MB]

やくも水神ダイジェスト版
[PDF:3.3MB]

監視通報装置
[PDF:3.9MB]

水質管理システム
[PDF:1.0MB]

マンホールポンプ制御盤
交換用中板キット
[PDF:3.6MB]

パッケージ水神
[PDF:2.1MB]

消融雪施設管理制御シス
テム
[PDF:2.7MB]

ゲート監視管理システム
[PDF:2.9MB]

https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/suishindigest202301.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/202301digest.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/02kanshicont202301.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/12suishitsu202301.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/03mpcont_nakakit202301.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/06pkg_j_202207_01.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/7_suishin_snow_1402.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/gate202207.pdf


2407SD01 無断転載を禁ず。

水道62施設
（2013 年 9月～）

下水道6施設
（2014 年 2月～）配水池水位を遠隔監視

消火栓を使用した消火活動時に

配水池水位を見て消火栓から河川へ水利を切り替え
職員の負担を軽減、施設更新・統合費用削減

消火活動の遠隔水位監視で断水を回避

福島県南会津町
スマートフォンによるリアルタイム監視で消火栓の水位監視として緊急時に役立てられた例 日本最大級の農業用水パイプライン事業にクラウドシステムを導入

田島浄水場田島浄水場 糸沢加圧ポンプ場糸沢加圧ポンプ場

雨水11施設
（2013 年 1月～）

排水2施設
（2013 年 1月～）
※アンダーパス

水位情報の見える化で自主避難に活用
リアルタイム水位情報を一般公開

雨水施設の状況把握に

高解像度降水ナウキャスト
合流改善・雨水貯留施設を遠隔監視

気象庁の雨量情報をもとにポンプ制御

住民へ情報公開、指示を待たず自主避難

東京都武蔵野市

北陸農政局九頭竜川下流農業水利事業

水位・貯留量公開で甚大被害を防ぐシステムへ

排水ポンプ場排水ポンプ場 雨水監視画面雨水監視画面

上下水道をはじめゲートや消雪など全国の水関連施設で採用されています

やくも水神によりシステムをクラウド化。スマートフォンアプリで
何処にいても現場確認ができるため少人数で運用が行える。
事業は 1999 年に着手、2011 年より部分供用を開始、2016 年
に全面通水された。

継体天皇ゆかりの九頭竜川農業用水施設で採用

神話の里、出雲の治水に生涯をかけた偉人たちが小説・児童文学で蘇る

悠久の河
周藤彌兵衛翁物語
日英 2 カ国対訳絵本

全国世界
水の偉人リスト

出雲国八雲村を流れる意宇川の洪水から村を救うため、56歳で一念発起し、硬い岩山をノミと槌
で切り崩し、97 歳で「切通し」完成、洪水のない豊かな村をつくり 102 歳で大往生をとげた。

（1651 ～ 1752）
周藤彌兵衛

2018年 水道イノベーション賞特別賞
広大な山間地域の町村合併に対応した IoT 技術｢クラウドシステム｣
利用の遠隔監視・管理への変更

総務省

東北総合通信局長表彰2019年

やくも水神を活用した水道監視における住民サービス向上に多大な
貢献をされたという功績での表彰

日本水道協会

510510 18,20018,200
2024 年 7 月現在

自治体 施設に導入
2000 年発売以来

水の広域クロスオーバー管理が
地方の新産業を生み出す

地方創生地方創生

2019 年 6 月 8 日に対立から共生の文化を拓くシンポジウム・全国世界水の偉人覚醒顕彰祭を開催しました。
水の都松江市の宍道湖岸夕日スポットの 2 体の袖師地蔵・周藤彌兵衛・ズットナー像の前に祭壇を設け、全国
世界の水の偉人の功績が記された灯籠 172 基を灯す中、円成寺と長源寺住職による護摩祈祷を執り行い、地方
創生のモデルとして世界縁結び「平和と水と火と健康寿命の聖地」構想を発表させていただきました。 多発するゲリラ豪雨などで発生す

る雷に備え落雷による機器の損傷
を防ぐ高性能避雷システム搭載。
激雷地域でも安心してお使いいた
だけます。

雷害5年間保証
雷神ユニット

特許出願中

健康 環境  平和 はひとつ 全国世界の水の偉人 顕彰事業を提唱

南会津町 受賞の様子・資料

パイオニアパイオニアクラウド総合水管理システムの

経費と担当者の負担劇的　削減劇的　削減
の差8倍8倍自治体により上下水道料金

北海道クローズアップ
あなたの街の水道が危ない！？

に

やくも水神
ビデオアーカイブ

やくも水神
ビデオアーカイブ

松江  東京  大阪   ソウル  バンコクTEL  0852-32-3636
https://www.komatsuelec.co. jp/suishin/
製品の外観および仕様は、品質向上のため予告なく変更する場合があります。
カタログ上の色調は印刷のため実際とは異なる場合があります。
本カタログの記載内容は 2024 年 7 月現在のものです。 

第30回 
中国地域 ニュービジネス大賞 
第30回 
中国地域 ニュービジネス大賞 優秀賞受賞 優秀賞受賞 
第17回  
ニッポン新事業創出大賞
第17回  
ニッポン新事業創出大賞特別賞受賞 特別賞受賞 
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施設更新革命施設更新革命短時間で制御管理システム導入短時間で制御管理システム導入 水関連施設 広域管理 の水関連施設 広域管理 の決定版決定版

施設管理の安定・柔軟運用を実現
管理対象施設の増加、アクセス集中時も安定・柔軟なシステム運用を実現。

2011年3月11日の東日本大震災時、東西データセンター連携によりサービスを停滞させず提供。

災害時 安心のネットワーク・サポート体制

様々な水関連施設を制御管理するやくも水神ラインナップ

大規模自然災害から管理システムと重要データを守る  安全と信頼性

ポンプ制御盤

従来制御盤 やくも水神制御盤
（W700×H1700×D350） （W350×H1200×D235）

計測器・監視装置一体型で様々
な場所へ設置。
スマートフォン等で場所を選ば
ず効率的な施設管理を実現。

更新更新

容積比容積比容積比

1/41/4

風水害・地震など災害に強く街の景観
を損ねない、スリム・コンパクト設計

 装柱 3.7kW
W350×H1200×D235

ポンプ制御盤
交換用中板キット

水没レベル水没レベル

水没レベル水没レベル
400mm400mm

更新更新

入出力部の故障時はコネ
クターと端子台を外し短
時間で交換できます。

通報機能のみ  遠隔設定操作  リアルタイム監視対応
など施設規模に応じたラインナップ。
巡回業務を無くして管理者負担を軽減、広域管理を
バックアップします。

制御盤の製造元を選ばず設置後即クラウド管理開始

更新更新

クラウド水管理システム
情報部 SA350

入出力部 SA350-IF

SA350・SA350-IF 一体型

停電時2分間欠監視で
標準24時間、最長7日間
水位監視を継続
標準バッテリー 1個で停電時 2分間欠監視
により24 時間、最大 6個内蔵時7日間水位
監視を継続。

コール＆サポート開発センターコール＆サポート開発センター

水位・カメラ監視システム
太陽光発・電無線通信により引込工事不要

ソーラーパネル・バッテリー
装備により郊外の電源確保が
困難な現場への設置も安心し
て行える構造。
仮設にも最適。

コンパクト設計
制御盤内に管理端末と周辺
機器一体化、用地確保が最
低限で済み短時間で設置。

34 市町村 92 施設神奈川県厚木市　千葉県千葉市

水質管理システム
遠隔地から薬液量を調整・設定

巡回業務を無くし、場所を選ばず残塩濃度を確認調整
超コンパクト センサー直接接続 クラウドで水質データ管理

既存制御盤
W800×H2200×D800

やくも水神端末施設
W350×H650×D235

従来容積比

1/26
更新更新

4 市町村 25 施設福島県南会津町　秋田県大仙市

遠隔支援で安心の施設管理
クラウドに共有された施設の状況をもとにコールセンタ
ーが遠隔から現場の水神の設定状況や発生中の警報を
はじめ運転中の機器などの状態を把握し、現場と同じ
画面で確実な対応を行います。

遠隔支援
施工修理支援 ・ 顧客サポート

トレーニング
技術研修 ・人材育成

遠隔検査
機器検査 ・保守点検

西日本

松江で生まれた Rubyで構築松江で生まれた Rubyで構築

コール＆サポート
開発センター

コール＆サポート
開発センター

東日本

やくも水神
製品動画

やくも水神導入
インタビュー

ゲート制御管理システム

映像と数値で現場状況を把握

遠隔インターロック

周辺確認が困難な現場はカメラ設置

21 市町村 72 施設

河川水位上昇時、複数施設を遠隔制御
し氾濫を防止。

福島県須賀川市　山梨県都留市

消融雪施設制御管理システム
節水・節電に優れた
グループ制御が常識に
親局センサーの降雪情報をもとに子局
を効率的に制御

20 市町村 441 施設新潟県新発田市　石川県白山市

通信経由でソフトをバージョンアップ通信経由でソフトをバージョンアップ
安心管理・経費削減安心管理・経費削減 部品点数部品点数

1/51/5

施設制御盤を最新システムに更新パッケージ水神

中板交換・扉パネル設置
制御盤が生まれ変わります

島根県雲南市　京都府福知山市　 84 市町村 252 施設

新設用 制御盤タイプ
もラインナップ

更新更新
又は又は

新設新設

部品点数部品点数

1/21/2

部品点数を削減し信頼性向上
クラウド管理にアップグレード

W174×H350×D70W174×H350×D70

W174×H174×D70W174×H174×D70

W168×H62×D128W168×H62×D128

W330×H600×D165W330×H600×D165
3.7ｋW3.7ｋW
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日本全国の水の偉人リスト 172 人 2019 年 4 月～ 2020 年 20 年調査

はじめに
4 月 29 日に開催する火と水のプロジェクトとし熊野大社鑽火殿で起こした火をいただき、岩坂御陵・
神魂神社・切通し・剣神社・周藤彌兵衛翁像を火で繋ぐ聖火リレーを開催しました。
八雲ゆう人会の鯉のぼりとあわせ、周藤彌兵衛翁をはじめ世界の水の偉人を称え 1000 個の灯籠
に名前・功績を記載し熊野大社の火を灯し周藤翁像と意宇川と鯉のぼりと灯籠で悠久の河を演出。
同年 4 月に東京で開催された日本ビジネスインテリジェンス協会東アジア友愛フォーラムを経て、7
月に中華農耕文明の発祥地とも言われる楊凌・西安から発表できる可能性が見えてきました。
また、北陸農政局による九頭竜川下流農業水利事業として福井県を流れる九頭竜川の監視管理を
2019 年 4 月より範囲を拡大し開始しました。

黒字　農林水産省調査による水の偉人　56 人
2019 年 4 月 24 日小松電機産業調査による水の偉人　116 人

土木工事を主とする会社を創立した酒井利雄氏は、坂井
郡八千町歩の用水取入口であった鳴鹿大堰所の改良工事
を計画、戦争で中断したが、戦後、昭和 22 年国営九頭
竜川沿岸農業水利改良事業を五ヶ年計画で施工。
24 年より本格的に着手。そして 28 年に待望の通水とな
り、翌年に竣工した。

近代日本の河川治水は捷水路方式を基本としてきました
が、岡崎の唱えた「自然主義」に基づく治水方式は近年
の環境保護思想とともに再評価され千歳川河川整備計画
に盛り込まれました。岡崎式河川補修の基礎技術の単床
式ブロックは、石狩川河口付近の補修に採用され、また
ミシシッピ川流域の護岸工事にも使われています。

広井勇博士は防波堤に当たる波の強さを測定し、防波堤
に使うコンクリートの性能を試験し、日本初のコンクリー
ト製の外洋防波堤を建設しました。小樽港の成功によっ
て日本の近代港湾の整備が進みました。そのことから、
小樽港の防波堤，特に北防波堤は重要文化財と同じくら
いの価値を持つと評価されています。

真駒内牧牛場における水の安定供給のために建設を提案
し、1879 年に完成した真駒内用水は、のちに水田の灌
漑用水としても利用され、周辺地域における稲作の定着
に大きく貢献した。
北海道における畜産業の普及・発展に努め、酪農、乳製
品・食肉の加工技術、大型農具を用いて農作業を行う技
術などを伝えた。

酒井利雄

岡崎文吉

廣井　勇

エドウィン・ダン

1891 年～ 1969 年
福井県坂井郡鳴鹿村

1862 年～ 1928 年
岡山県岡山市

1872 年～ 1945 年
高知県

1809 年～ 1880 年
アメリカ合衆国
オハイオ州

人物名 / 生没年 / 出生地

人物名 / 生没年 / 出生地

功績

功績

功績地

功績地

福井県
坂井市

北海道
石狩市

北海道
小樽市

北海道
札幌市

0

2

3

1

「三本木原台地」と呼ばれた十和田市中心は荒れ野原、
この土地の開拓に着手したのが新渡戸稲造の祖父、新渡
戸傳。
米の生産を安定させ農民たちの生活を救うため、 奥入瀬
川から水を引き、不毛の三本木原台地に 2500 ヘクター
ルの水田開発を計画。藩からの出資金のほか多くの出資
者を募り傳の私財も充てられました。

江戸時代の奉行だった武田源左衛門は、五所川原堰の
工事担当を命ぜられ藤崎村から五所川原村まで、長さ
1824 間、幅平均 2 間半の堰を開通させたほか金木新田
の開拓や治水に大いに力を振るい数々の功績を挙げまし
た。
武田源左衛門にちなんで武田村と名付けられた地域は武
田地区と呼ばれるようになりました。

徳川中期。金木新田開拓の功労者。元禄 11年 (1698 年 )
より、水利関係の奉行として、長さ 1381 間 ( 約 2.2 キロ )
の川倉川、ならびに、長さ 2210 間 ( 約 4 キロ ) の才ノ神
川開削を指揮しました。
また藤枝溜池を造成するとともに、岩木川の堤防築造な
どにも尽力しました。

津軽信政から藩の直営工事の開発派立頭 ( 指揮者 ) を命
ぜられ、五所川原新田の開拓に成功し、五所川原遣初
代の代官となりました。また、板屋野木 ( 北津軽郡板柳町 )
の蔵奉行にも任じられました。
続いて、金木新田の開拓にも尽力し、藤枝溜池 ( 金木町 )
の築造に協力し、岩木川堤防の建設にも努力しました。

岩木川改修の恩人。
県会議員時代から津軽の生命線である岩木川の改修事
業実施に奔走、明治 33 年軽 1 市 4 郡の県会議員、市
町村長、貴衆両院議負ほか有力者に呼びかけ岩木川改
修期成同盟会を結成、自ら会長となって政府並びに両院
に陳情し、ついに 50 有余年後の今日まで続けられてい
る一大事業をもたらしました。

後藤寿庵は、水不足により砂漠の様だと言われた地に、
西洋の技術を取り入れ胆沢川から水を引き上げる「寿安
堰」を造り、豊かな穀倉地帯の礎を築きました。
大正 3 年、治水の功により従五位が贈られました。
昭和 6 年には壽庵の館だった跡に寿庵廟堂が建てられ、
毎年 9 月11 日には寿庵祭が行なわれています。

新渡戸傳

武田源左衛門

徳田伝兵衛

鳴海勘兵衛

阿部武智雄

後藤寿庵

1793 年～ 1871 年
岩手県花巻市

1653 年～ 1712 年
青森県北津軽郡中里町

江戸中期

不明～ 1721 年

1861 年～ 1931 年
青森県五所川原市

1577 年～ 1638 年
岩手県

青森県
十和田市

青森県
五所川原市

青森県
五所川原市

青森県
五所川原市

青森県
五所川原市

岩手県
奥州市

4

5

6

7

8

9



42 43

人物名 / 生没年 / 出生地 人物名 / 生没年 / 出生地功績 功績功績地 功績地

仙台城下の水不足を解消させるべく、広瀬川の上流から
支流を作り、その水を地中に染み込ませることで地下水
を確保した。この際に作った用水路が現在の四ツ谷用水
の原型となった。元和 2 年から寛永 3 年に至り、北上
川の治水工事を行なって仙台藩の石高を大きく向上させ
た。また、これによって陸奥北部との海運も発達した。

オランダ技術コンサルタントおよび世界銀行顧問として国
際的な活躍を展開。
特に八郎潟については昭和 29 年、現地を視察して干拓
計画の概要とその有利性を説いた「日本の干拓について
の所見」を政府に提言し、さらに数次にわたる来日指導
によって事業の進展に貢献した功績は大きい。

百年ほど前の角田市周辺は、阿武隈川が流れているもの
の、川よりも土地が高く水田に水を引くことがでないため、
小さな沼や溜池に頼っていましたが水量が少なく米を十
分に作れませんでした。
阿武隈川からの取水計画実現を先頭に立って成し遂げた
高山善右衛門は、この功績により高山上水翁と呼ばれて
います。

最上川に合流していた赤川は、大雨のたびに水害をおこ
していた。
田んぼをつぶして赤川の川幅を広げようという計画が考え
られた。農家の人は田んぼをなくしては困る。
という話しを聞き田んぼをつぶすかわりに砂丘をほって、
最上川と赤川を切りはなす治水工事を政府にねがい出
て、新しい川の流れをつくる工事が始まった。

百年ほど前の角田市周辺は、阿武隈川が流れているもの
の、川よりも土地が高く水田に水を引くことがでないため、
小さな沼や溜池に頼っていましたが水量が少なく米を十
分に作れませんでした。
阿武隈川からの取水計画実現を先頭に立って成し遂げた
高山善右衛門は、この功績により高山上水翁と呼ばれて
います。

荒廃した水源の枯渇を解消するため、太平川から水を引
いて灌漑用水をつくることを計画し測量を開始。
文久 2年70歳にして私財を投じ2年3カ月後に完成させ、
用水路は孫左衛門堰と名付けられた。
これにより目長崎から八田、柳田、広面にかけて約 10
キロメートル、335 ヘクタールに及ぶ広大な荒地が開田
された。

鎌田三之助「わらじ村長」はわらじを履いて村内を巡回
した為、村民から「わらじ村長」と呼ばれ親しまれた。
特に鎌田三之助が力を入れた事は品井沼干拓事業で、昔
は数年に一度、大雨で吉田川などが氾濫し、村民は大変
困っていた。
それを現在の品井沼のように水害につよくしたのが鎌田
三之助です。

17 歳で藩主となり、厳しい藩の財政再建、人々を豊かに
する事業に取り組みました。
大倹約令と一緒に行ったのが農業開発です。
上杉鷹山は安永元年（1772 年）、中国の成功例を真似ま
した。遠山村で藩主が自ら田を耕す「籍田の礼」を行い、
農業の尊さ、大切さを、身をもって示しました。

観平は，大雨のたびに水害に苦しむ白石の人々を救うた
め、私財を投げ打って治水工事を行いました。大堰に頼
らずに白石川からの水を引くための隧道を掘り、年月を
かけ苦難を乗りこえて「蔵本大堰切通トンネル」は完成し
ました。現在も地元白石の人々は、これを「切通 ( きんど
し )」と呼んで大切に利用しています。

北俣村 100 年の大計をたてるには、水源林の育成にある
と考えた。明治維新後、薪炭材料に奥山の雑木を乱伐し、
水源林の重要さを説いても耳を傾ける者は少なかった。
これを説得し、15 年間雑木の伐採を厳禁し、水源林の
育成に努めた。2700 町歩の水源林は守られ、北俣村の
洪水は少なくなり、田も水で潤うようになった。

江戸時代後期の老農、農業指導者、農業経営者。
1793 年、足軽の子に生まれた渡部斧松は、久保田藩に
おいて、寒風山山麓の滝の頭湧水から水路を掘削した
鳥居長根の開墾や、渡部新村の経営をはじめとして、久
保田藩の水利、開墾、救済、殖産等の各事業において、
多大な功績を遺しました。

石川理紀之助は、明治時代の農村指導者で「老農」と
敬称され、「寝ていて人を起こすことなかれ」の言葉を残
したことでも知られています。

「老農」とは、在来の農法を研究し、これに自らの体験
を加えて高い農業技術を身につけた、農業熱心家の人の
ことを言います。石川理紀之助は、その老農の代表的な
人物です。

川村孫兵衛 ピーター・F・
ヤンセン

石母田正輔 榊田清兵衛

高山善右衛門
（高山上水翁）

鎌田孫左衛門

鎌田三之助
上杉鷹山

片平観平 阿部永作

渡部斧松 石川理紀之助

1575 年～ 1648 年
山口県萩市 1902 年～ 1982 年

オランダ　ドルドレヒト

1861 年～ 1941 年
宮城県石巻市

1864 年～ 1929 年
秋田県大仙市

1863 年～ 1928 年
宮城県角田市

1653 年～ 1712 年
太平八田字上八田

1863 年～ 1950 年
宮城県大崎市 1751 年～ 1822 年

宮崎県

1770 年～ 1841 年
宮城県白石市

1854 年～ 1927 年
山形県酒田市

1793 年～ 1856 年
秋田県

1845 年～ 1915 年
秋田県潟上市

宮城県
石巻市

秋田県
男鹿市

宮城県
石巻市

秋田県
大仙市

宮城県
角田市

秋田県
昭島市

宮城県
大崎市 山形県

米沢市

宮城県
白石市

山形県
酒田市

宮城県
男鹿市

秋田県
潟上市

10 16

11 17

12 18

14
20

15 21

13 19
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人物名 / 生没年 / 出生地 人物名 / 生没年 / 出生地功績 功績功績地 功績地

灌漑で畑を田に変えることで生産力を増大し、貧しい村
を更生させ豊かにしようと決意。
それには動力揚水によって灌漑揚水を確保し、開田する
ことに利便性があると考え、活動を始め、同村地内に揚
水機を設置しました。
綱吉の熱心な働きで昭和９年当時、百町歩余の灌漑開墾
事業に成功し荒れていた地は美田となりました。

オランダの土木技術者で、明治時代の政府や府県などに
よって雇用された外国人で 約 8 年間にわたって日本で河
川・港湾の整備計画を立て、オランダ人土木技師のリー
ダーを務めた。携わった事業には、大きな成果を上げた
安積疏水や、全面的な失敗に終わった野蒜築港などさま
ざまな事例がある。

最上川下流左岸北部の一部では北舘大堰の恩恵を受け
ていたが、狩川・余目・大和・常万・新堀の村々は、昔
から水利の便が悪く農民は干害に苦しんでいました。
彦作は新しい堰を造る決意し計画に着手、最初の計画は
失敗しましたが事業家吉田寅松によって彦作の夢が明治
43 年 8 月実現し、990 町歩が開田されました。

須賀川は日照りが続き、稲が実らず農民は苦しんでいた。
久敬は猪苗代湖から水を引き人々を救おうと考え猪苗代
湖と岩瀬地方が見渡せる斉木峠にトンネルを通すことを
考えたが、明治政府と県は別ルートで安積疏水の工事を
行い完成した。
後に久敬の情熱と見識が認められ、民間功労者としてそ
の労をねぎらわれた。

「佐藤氏紀功碑」の碑文に「佐藤文治氏奥井排水溝及赤
川京田川堤防事業奏効以至今日多依氏之力我等慕其徳
有志相謀建一碑石以表徴意」とある。
奥井排水溝と赤川、京田川堤防事業の完成が佐藤文治
に負うところが大として、その徳を称えている。文治はこ
の地方の治水に生涯をかけた人である。

安積疎水に功績を残した人物です。
安積疎水は、古来より水利が悪く不毛の大地だった郡山
の安積原野に、猪苗代湖から湖水を引いた一大事業です。
この安積疎水の開削は、明治 12 年から始まり、日本で
初の国直轄の農業水利事業となりました。
郡山市周辺の農業に多大な恩恵をもたらしたことで知ら
れています。

最上川川南の酒田市広野地区は昔ハンノキ谷地と呼ばれ
大小多くの沼が点在していました。
幾多の先人が開発を進めましたが洪水被害が度重なり、
梅津春宗は佐藤世八郎等 12 名の村民に諮り、溝、水門、
沼を深くし貯水量を増やす計画を藩の許可を待たず遂行
し約 4200 人の人夫と 3 年間の月日をかけ難工事を完成
させました。

須田誠太郎は利根川豪雨水害によって母を失い、一生を
治水対策にささげる決心をしました。
その後新聞記者の肩書きを活かし利根川堤防、などを完
成させるも洪水の被害は絶えず、私財を使い果たし水害
対策に専念して利根川治水対策に努力しました。まさに
利根川治水の父として一身をなげうっての事業でした。

日向川の度重なる洪水によって寛永 11 年にはその３分の
２近くを失い、さらに下藤塚新田村、東野新田村のよう
に洪水から逃れるために全村移転しているほどであった。
日向川流域の村々を洪水から救うために、西山に新川を
掘割して日向川を直接日本海に注ぐ工事を完成させたの
が今野茂作である。

維新後に政界へ進出し県会議員を経て、明治 23 年に立
憲改進党から立候補し当選し衆議院議員を 2 期務める。
在任中には、鉄道会社に働きかけて日本鉄道海岸線（現
常磐線）の敷設計画を変更させ、当時水害に悩まされて
いた土浦市の霞ヶ浦側に、線路の盛土を湖岸堤の代わり
として作らせるなど、水害対策に尽力した。

明治 30 年代の米作りでは水不足に悩まされていました。
耕地整理や開田が進み農業用水の需要は増大する一方、
田植え前後や渇水期は各地で水争いが絶えず、九兵衛は
電力を利用した灌漑「電力揚水機」の設置を発案しました。
明治三十五年に矢馳揚水機組合を組織し湯尻川に揚水
機場を設置しました。

永田茂衛門とその子勘衛門は水戸藩の三大江堰とよばれ
る 辰ノ口 岩崎 小場の開設工事に従事し完成させた人物
です。 
久慈川や那珂川という大河川に大規模な堰を築き水路を
設ける大規模開発に着手します。
その指揮に当たった望月五郎左衛門が江堰開設のための
技術者として目をつけたのが永田茂衛門父子でした。

石塚綱吉 コルネリス・ファン・
ドールン

佐々木彦作
小林久敬

佐藤文治 小野口仁蔵

梅津晴宗

須田誠太郎

今野茂作
色川三郎兵衛

木村九兵衛
永田茂衛門

1867 年～ 1946 年
山形県酒田市 1837 年～ 1931 年

オランダ　ブルメン

1819 年～ 1880 年
山形県庄内町

1821 年～ 1892 年
福島県那須川市

1870 年～ 1934 年
山形県酒田市

不詳
福島県郡山市

1767 年～ 1843 年

1881 年～ 1969 年
茨城県香澄村

1818 年～ 1882 年
山形県遊佐町 1842 年～ 1905 年

千葉県

1854 年～ 1933 年
山形県鶴岡市 生年不詳～ 1659 年

山梨県甲斐市

山形県
酒田市

福島県
須賀川市

山形県
庄内町

福島県
那須川市

山形県
酒田市

福島県
那須川市

山形県
酒田市

茨城県
潮来市

山形県
酒田市 茨城県

常陸市

山形県
鶴岡市 茨城県

常陸市

22 28

23
29

24 30

26

32

27
33

25
31
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明治時代初期の足尾鉱毒事件、渡良瀬川および利根川
水系の水害に対して、その全生涯を反公害闘争と民衆救
済のために捧げた政治家。
精力的な治水行脚を行い、水害の原因が渡良瀬川水源
地域の森林の大量伐採，関宿の突堤と栗橋鉄橋の設置
にあると喝破し、「近自然河川工法」の先駆となる。

若い時に利根川の洪水による被災をみて、治水に関する
技術や知識を習得する。
権現堂川の行幸堤（幸手市）の築堤にあたって、水利掛
として中心的な役割を果たし、明治天皇行幸の際に利根
川治水の実情を奏上した。なお、清平が中心となって築
堤した行幸堤は、現在は桜の名所となっている。

那須野ヶ原は、那珂川、蛇尾川、箒川などによってつく
られた複合扇状地で地下に厚く砂、小石が堆積し、雨や
川の水はすぐに地下に浸透してしまい、水利に恵まれな
い原野でありました。那須野ヶ原の開拓のため、人々の
生活のため、一日も早く水を引きたいと願っていた人々の
中に「印南丈作」と「矢板武」がおりました。

那須野ヶ原は、那珂川、蛇尾川、箒川などによってつく
られた複合扇状地で地下に厚く砂、小石が堆積し、雨や
川の水はすぐに地下に浸透してしまい、水利に恵まれな
い原野でありました。
那須野ヶ原の開拓のため、人々の生活のため、一日も早
く水を引きたいと願っていた人々の中に「印南丈作」と「矢
板武」がおりました。

明治から大正時代の開拓者、実業家 嘉永 2 年 11 月14
日生まれ。
明治 13 年、印南丈作と那須開墾社を組織し , 栃木県那
須野ケ原の開拓 , 那須疏水の開削につくしました。
30 年栃木県会議員。下野銀行 , 矢板農場などを創立、
また下野新聞社長を務めるなど多くの分野で栃木地域に
多大な功績を残しました。

承応 4 年、玉川上水の用水路が計画され、安松金右衛
門に工事を命じられた。小川村から取水し新河岸川まで
6 里を掘り通しわずか 40 日という短工期で野火止用水
を完成させた。
これにより野火止 200 石の地は 2 千石を産するようにな
り、完成後、大雨が降った翌日以降、用水を流れる水を
見た農民たちは大喜びしたと言う。

寛保 2 年、荒川・利根川が決壊して江戸時代最大の大
洪水が発生。
私財すべてを農民に拠出し率先して救助にあたり、自ら
の田畑を質入した金で食糧を買い続け 1 年に渡って窮民
を救援し続け、最終的に 10 万人の命を救ったとされる。
その後も、自費で水塚と呼ばれる植林を続け、幕府に防
災策を言上し、治水や防災に尽力した。

武蔵国押立村（現在の押立町）で生まれ、地元府中周辺
の多摩川大洪水の後の治水工事や六所宮（大國魂神社）
の東照宮の修理などに尽力するとともに、多摩地域の発
展の礎となった武蔵野新田の安定化や新田村々の救済・
復興の立役者となる。世界遺産で有名な島根県大田市の
石見銀山の経営でも活躍。

用水に乏しい宗岡に野火止用水を引くため、交差する新
河岸川に「いろは樋」という掛樋を架設した。
この架設によって宗岡村の農業発展に寄与した。
また宗岡村の洪水を防ぐため、東西の新河岸川堤と荒川
堤を結ぶ北側の佃堤、南側の新田場堤を築造し、宗岡
村の惣囲堤を完成させ、治水整備に尽力。

埼玉郡粕壁宿（春日部市）の名主。
水害を防ぐために自費を投じて 500 間の堤を築いた。
その後、再度洪水が襲ったが、戸毎に説いて土俵をつく
らせ古堤の上に積ませた。 
昼夜の働きにより下流の田地およそ 2 万石以上の流失を
免れることができた。これが喜蔵堤と名付けられた堤で
ある。

幕府は米を多く作るため八丁堤を切り開き、見沼ため井
を田に変える計画を立てた。
井澤弥惣兵衛はため井の代わりの用水を引くことにした
のが見沼代用水の始まりです。見沼代用水は利根川から
取水し八丁堤まで 60 キロメートルも流れる長い用水で
す。弥惣兵衛はこの長い見沼代用水を引く工事を村人の
協力で完成させた。

内務省土木局のトップとして全国の河川治水、港湾の修
築のみならず、日本近代土木行政の骨格を作るとともに、
工科大学長・土木学会長・工学会の会長として、日本近
代工学ならびに土木工学の制度を作りました。
技術上・行政上に非凡の才能を振るい、近代土木界の最
高権威とされました。

田中正造 田口清平

印南丈作 大原幽学

矢板武
安松金右衛門

奥貫友山 川崎平右衛門

白井武左衛門
伊奈忠次

井澤弥惣兵衛
古市公威

1841 年～ 1913 年
栃木県佐野市

1832 年～ 1901 年
埼玉県久喜市

1831 年～ 1888 年
栃木県日光市

1797 年～ 1858 年
愛知県尾張

1849 年～ 1922 年
栃木県矢板市 1611 年～ 1686 年

兵庫県

1708 年～ 1787 年
埼玉県川越市

1694 年～ 1767 年
東京都府中市

江戸中期
埼玉県志木市

1550 年～ 1610 年
愛知県西尾市

1654 年～ 1731 年
和歌山県海南市 1854 年～ 1934 年

東京都

群馬県
桐生市

埼玉県
久喜市

栃木県
那須塩原市

千葉県
旭市

栃木県
那須塩原市 東京都

立川市

埼玉県
川越市

東京都
府中市

埼玉県
志木市

埼玉県
伊那町

埼玉県
さいたま市 東京都

渋谷区

34 40

35 41

36
42

38 44

39
45

37
43
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天明 6 年、関東は大洪水により飢饉となったが、自家用
の米を出し地主を説得して米麦を供出させ、窮乏した農
民を救済。
水害を防ぐため自費を投じて 500 間の堤を築いた。
その後再度洪水が襲ったが、戸毎に説いて盛り土を古堤
の上に積ませ、二万石以上の流失を免れることができた。
これが喜蔵堤と名付けられた堤である。

釜無川の右岸地域は、甲府盆地の北西部位置し、釜無
川の段丘扇状地と御勅使川扇状地にまたがり北部が水田
地帯で南部は春から秋にかけてたくさんの果樹が実りま
す。
この地域に欠かすことが出来ないのが延長約 17 キロメー
トルに達する県内最大の農業用水路「徳島堰」です。
この徳島堰は「徳嶋兵左衛門」により開削されました。

天正 18 年江戸城下の上水工事の命を受ける。
その後、約 3 か月で小石川目白台下の河流を神田方面に
通し、これは後の神田上水の元となったとされている。
また、この功績により家康から「主水」の名を与えられ
たが、水が濁ることを嫌って「もんど」ではなく「もんと」
と発音するように命じられた。

甲府盆地は古来から釜無川、笛吹川などの氾濫原で、特
に御勅使川は日本有数の扇状地を流れ、多量の土砂を
釜無川に運び、その河床を上げ、水位を高くし、堤防の
決壊を繰り返す甲州第一の水難場として恐れられていた。
武田信玄は、大治水計画をなし、以来約 20 年の歳月を
費やし、この大土木工事を完成させた。

幕府に勘定方として出仕していた忠治は父、兄の仕事を
引き継いで関八州の治水工事、新田開発、河川改修を行
い、荒川開削、江戸川開削に携わりました。
江戸初期における利根川東遷事業の多くが忠治の業績で
あり、鬼怒川と小貝川の分流工事や下総国、常陸国一帯
の堤防工事などを担当しました。

1775 年高島藩に用水開発を請願しましたが採用されず、
その後、何度かの上申の末、1785 年（天明 5 年）、最初
の出願以来 11 年かかってその計画は陽の目をみました。
繰越堰として最初の堰となる「滝之湯堰」の開削が行わ
れたのです。
以後 1800 年までの間に十五の堰が開かれまし た。

原次郎が生まれ育った集落は、入間川、越辺川の氾濫で
水害に見舞われ、耕地が泥水につかり、農作物は半分、
よくても七分ほど実ればいいという状態で貧しい村だっ
た。

「治水を図り、貧困をなくすこと」という強い決意を胸に、
入間川、越辺川、小畔川の国の直轄改修工事河川に指
定や、三川分流工事の実現など治水に尽力した。

中江用水の開削は、寛文の大干ばつ後、関川から取水
して別所川までの間をかんがいしていた「およべ川用水」
を掘りつぐ構想を樹立しましたが、大普請のため続ける
ことができませんでした。
そこで、美作が中心となり、藩営事業として 1674 年（延
宝 2 年）工事に着手し、1678 年に完成しました。

望月翁は、昭和 5 年近郷 7 か町村を結合して相模川左
岸普通水利組合を設立、管理者となり、十数年にわたる
かんがい用排水改良事業の完成に尽力しました。
この事業により延長 20 キロメートル余りの水路、排水
施設が完成し、2,200 ヘクタールの耕地が水害と干ばつ
から救われました。

明治四十年、関川水系の落差を有効に使った名香山村
蔵々の 500 キロワットの水路式発電所を建設。
国友の発電事業の中で特筆されるものは野尻湖の水を冬
期間発電に用い雪融水を野尻湖に吸い上げる池尻川揚水
発電所を建設したことでした。
これにより発電と潅漑用水とも有効利用できるようになり
ました。

日本の製紙王と呼ばれる大川財閥の創始者。
小畔川や越辺川は度々氾濫を繰り返し、明治 43 年にも
大洪水を引き起こしました。
全額私費で地元の原次郎の協力を得て、約 1 キロメート
ルの堤防を建設しました。
当時は大河でさえ国の河川管理は稀であり、今日それは

「大川堤」と呼ばれています。

三島郡寺泊の豪商、大川津分水発願者。
江戸幕府に対し分水建設を請願したが許可されず天保
13 年には幕府も計画調査を実施したが莫大な費用及び
周辺集落の反対により起工には至らなかった。
明治維新後の 1869 年に白根の庄屋田沢与左衛門らが分
水工事を越後府に請願、ようやく分水工事を行うことが
決定した。

見川喜蔵 徳嶋兵左衛門

大久保藤五郎 武田信玄

伊奈忠治 坂本養川

原次郎 小栗美作

望月珪治
国友末蔵

大川平三郎 本間屋数右衛門

1739 年～ 1805 年
埼玉県春日部市

1620 年？～ 1684 年
山梨県

不詳～ 1617 年
愛知県岡崎市

1521 年～ 1573 年
甲斐国

1592 年～ 1653 年
埼玉県

1736 年～ 1809 年
長野県茅野市

1895 年～ 1988 年
埼玉県三芳野村

1626 年～ 1687 年
新潟県

1883 年～ 1969 年
神奈川県海老名村

1881 年～ 1960 年
京都府京都市

1860 年～ 1936 年
埼玉県坂戸市

1716 年～ 1801 年
新潟県長岡市

埼玉県
春日部市

山梨県
南アルプス市

東京都
台東区

山梨県
甲斐市

埼玉県
川口市

長野県
茅野市

埼玉県
三芳野村

新潟県
上越市

神奈川県
海老名村

新潟県
高田市

埼玉県
坂戸市

新潟県
長岡市
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明治 4 年高田の医師瀬尾玄弘は四の辻の自宅で「知命堂」
を開業しました。孫次右衛門は地域医療向上のため総合
病院設立をめざす瀬尾に支援を行い明治 24 年「知命堂
病院」の創設に尽力しました。
また、孫次右衛門は妙高市赤倉付近に土地を所有してい
たことから、地元の人々と連携し温泉の開発を行いまし
た。

加賀藩に黒部川からの用水開削を請願し1796 年､ 十一
代藩主・前田治脩から財政援助を得ました。
しかし､ 水路をつくる右岸は断崖絶壁で測量機械の無い
時代、彦四郎は工夫し提灯の灯りを利用し夜､岩壁に登っ
た人夫に､ 対岸から提灯の上げ下げを指図して､ 岸壁に
印をつけさせて測量を進めました。

新潟県上越市に生まれた丸山豊治郎は地元の住民間で
長年続いた水争いの禍根を断とうと思い、川の水利権の
確率を図るため尽力しました。また、1933 年（昭和 8 年）
4 月には良質な飲用水を利用できるように地域の簡易水
道の敷設に着工し、同年 6 月には竣工式を行いました。
晩年を地元開発に取り組みました。

日本セメント産業の創設者で、後の浅野財閥の総帥。
1898 年に浅野セメント合資会社を設立し。多くの関連
事業を設立した。鶴見－川崎間の遠浅の海岸を埋立て、
大工業地帯を造成し製鉄所、造船所も設立した。
日本で初めてとなる耐震設計理論を取り入れた小牧ダム
を作ったことで周辺地域の開発が進んだ。

古川長四郎は、直江津の本砂山町（現在の中央四丁目）
の廻船問屋に生まれ、佐渡商船株式会社の第 4 代目社
長に就任。
その後県会議員をつとめ、1932 年（昭和 7 年）に佐渡
汽船株式会社を設立した。
1942 年には直江津町長に就任し、直江津港修築工事期
成同盟会を結成、直江津港の発展に尽力した。

明治 24 年の大洪水により大きな被害を被った際、富山
県知事は、常願寺川改修の必要性を痛感し政府に要請。
政府はデ・レイケを派遣した。
デ・レイケは県内各河川の調査を行い、そのほとんどに
雪太郎は随行し記録を残した。
そして基本計画を作成しデ・レイケの指導の下、雪太郎
が施工することとなった。

道三は、厳しい山村で育ったため「農地さえあれば」と、
土木・測量の技術習得に励み、14 歳のとき、少しの面
積であったものの、村の谷川を流れる水を集めて開田し、
世間で評判になったといわれています。
道三が生涯に開田した面積は 1200 ヘクタールに達し多
くの農民を貧困から救いました。

富山県西部を流れる庄川は幾度となく川の氾濫による水
害に苦しめられていた。
助九郎 16 歳のときに佐藤組を起こし常願寺川の川工事
を請け負うがその後何度も洪水をくりかえした。
明治 24 年の常願寺川大洪水の工事の際に、内務省付属
のオランダ人技師デ・レーケを招聘して指導を受け、見
事に工事を成功させた。

明治 24 年 7 月、大雨災害の折、常願寺川流域も安政の
大水害に次ぐ災害となりました。
県知事は国に専門技師の派遣を要請デ・レーケが同年 8
月 6 日富山に到着し 9 月 2 日石川県へ出発するまでに常
願寺川を始め黒部川、片貝川、上市川、庄川、神通川
の各水系と伏木港を視察し治水計画を立てました。

石川県令はルクセンブルグの耕地整理を模範とし田区改
正を行うよう久兵衛に依頼しました。久兵衛は上安原村
の地主に説明したが費用がかさむことから反対された。
以前から用水路改修を行うなど農業改良に熱心だった久
兵衛はあきらめず工事費用の一時立て替えや所得補償を
約束することでようやく承諾を得て着工した。

片口村の旧庄屋に生まれた与十郎は、水害の惨状を目の
当たりにし、人々を守るには五十嵐川の堤防以外無いと
決意、当時堤防をつくることに反対していた五十嵐川の
北側の人たちを説得し、南側の堤防をつくる許可を出し
ました。
与十郎は県から補助金が出なかったため、私財を使い堤
防をつくりはじめ明治 9 年に完成しました。

戦国時代、常願寺川はたびたび氾濫し、水害が起こって
いた。佐々成政は治水に取り組み「佐々堤」の築造や、
いたち川の改修を行なった。
常西用水路の川底には成政が造った石堤の跡が現在も
残っている。また、佐々成政は治水工事につきものだっ
た人柱を禁じて、代わりに自身の名前を書いた石を埋め
るようにした。

太田孫次右衛門 伊東彦四郎

丸山豊次郎
浅野総一郎

古川長四郎
高田雪太郎

椎名道三
佐藤助九郎

 ヨハネス・デ・
レーケ

高多久兵衛

松尾与十郎
佐々成政

1852 年～ 1911 年
新潟県美守村

1758 年～ 1834 年
富山県朝日町

1868 年～ 1933 年
新潟県上越市

1848 年～ 1930 年
富山県氷見市

1895 年～ 1949 年
新潟県直江津市

1859 年～ 1903 年
熊本県玉名市

1790 年～ 1857 年
富山県

1847 年～ 1904 年
富山県砺波市

1842 年～ 1913 年
オランダ
コレインスプラート

1851 年～ 1907 年
石川県金沢市

1832 年～ 1886 年
新潟県三条市

1536 年～ 1588 年
愛知県名古屋市

新潟県
妙高市

富山県
黒部市

新潟県
高田市

富山県
砺波市

新潟県
直江津市

富山県
富山市

富山県
滑川市

富山県
砺波市

富山県
富山市

石川県
加賀市

新潟県
三条市

富山県
富山市
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丸岡町の野中山王、山崎三ヶの田へ水を運ぶ「新江用水
路」は今から約 300 年前に渡辺泉龍と丸岡藩によって作
られた用水路です。
新江用水路ができる前の野中山王、山崎三ヶ付近は荒れ
地で、田も少なく農家の方もあまり住んでおらずこの荒れ
地を田にするために泉龍が立ち上がりました。

洪水の多い輪中という地域に生まれ水害で苦しんだ経験
を持つ。県会議員当選後に同じく水で苦しむ他の議員と
協力し西濃治水派を形成する。
堤防の建設費を直接被害を受けた人の負担ではなく、県
の負担にするように訴えた。
治水の重要性を訴え続け「治水共同社」を結成するなど
木曽三川の改修に尽力する。

継体天皇は、大規模な治水を行い九頭竜川・足羽川・日
野川の三大河川を造ることで湿原の干拓に成功した。
これにより越前平野は実り豊かな土地となり、人々が定
住できるようになった。
河川の整備に続いて港を開き水運を発展させることで稲
作、養蚕、採石、製紙など様々な産業を発達させた。

新しく堤防を造る場合は幕府の許可が必要になるが幕府
の許可は簡単には下りなかった。水害で苦しむ人のため
に、幕府の許可を得るために尽力する。
1813 年に幕府は酒井七右衛門の説明により築堤を許可
した。畑繋堤には 1600 メートルにもなった。堤防に貢
献した人物として畑繋神社に祀られている。

寛文 3 年、現在の関市一帯は水不足に悩まされていまし
た。この地に移住してきた尾張藩の浪人喜田吉右衛門と
弟の林幽閑はこれを見かねて、柴山伊兵衛と相談し長良
川から水を引く用水を計画しました。
着工から十年を経て完成した約 17 キロメートルの曽代用
水により荒れ地は美しい田んぼに生まれ変りました。

明治 29 年に大洪水が西濃地方を襲い、一命を捨てる覚
悟で村人を集め堤防を切り割り、輪中内にたまっていた
水を揖斐川へ放出。
結果、8000 戸の家屋と4 万人の人命を救うことになる。
大正 12 年には、洪水の恐ろしさを広く世間に知らせよう
と、明治 29 年の浸水位を礎石に刻み洪水標とした。

寛文 3 年、現在の関市一帯は水利の便が悪く、水不足
に悩まされていました。
この地に移住してきた尾張藩の浪人喜田吉右衛門と弟の
林幽閑はこれを見かねて、柴山伊兵衛と相談し長良川か
ら水を引く用水を計画しました。
着工から10 年を経て完成した約 17 キロメートルの用水
により荒れ地は美しい田んぼに生まれ変りました。

西大渕村から、今沢新田にかけての田畑は水の便が悪く、
時に水争いもありました。
水不足により育てた稲が枯れるなど苦しい生活から人々
を救うために坊主渕川の水を田畑に引き入れるための川
底を通る地下水路を造り、百ヘクタールに及ぶ広大な田
畑に水を引き人々の生活を支えるための工事を始めた。

洪水をたびたび起こす木曽三川から濃尾平野を守るため
に堤防工事を幕府の命令により薩摩藩がすることになる。
平田靭負は難工事であった宝暦治水の指揮をとる。
流行病の影響もあり、工事は難航し 33 名が病死する。
工事により薩摩藩の財政は悪化し平田靭負は工事完了後
に責任をとって自害する。

右近太夫は、干ばつ被害に困窮していた嶺田地区に隣村
の奈良渕から水を引こうと計画、用水の建設を幕府に直
接訴えました。
幕府は建設を認めたものの領主を飛び越えて幕府に直接
訴え出ること厳しく禁じられており右近太夫は処刑されま
した。死後に井の宮神社に祀られ、井宮様と呼ばれ地域
の方から信仰を集めました。

寛文 3 年、現在の関市一帯は水不足に悩まされていまし
た。
この地に移住してきた尾張藩の浪人喜田吉右衛門と弟の
林幽閑はこれを見かねて、柴山伊兵衛と相談し長良川か
ら水を引く用水を計画しました。
着工から10 年を経て完成した約 17 キロメートルの曽代
用水により荒れ地は美しい田んぼに生まれ変りました。

明治 10 年全財産献納の覚悟を決めた明善は内務卿大久
保利通に築堤工事実現の為に謁見した。
明善自身も一介の田舎農民が内務卿への謁見は叶わない
と思っていた。ところが快く大久保利通との謁見は実現
した。
それは長年、誠実一途に天竜川の治水工事に奔走してい
る明善の話が大久保利通の耳に入っていたからである。

渡辺泉龍 山田省三郎

継体天皇 酒井七右衛門

喜田吉右衛門 金森吉次郎

柴山伊兵衛 名倉五郎助

平田靭負
中条右近太夫

林幽閑 金原明善

生年不詳～ 1672 年
福井県坂井市

1843 年～ 1916 年
岐阜県岐阜市

507 年～ 531 年？ ？年～ 1819 年

生年不詳～ 1671 年
愛知県尾張

1864 年～ 1930 年
岐阜県大垣市

1611 年～ 1703 年
岐阜県武儀郡

不詳
静岡県掛川市

1704 年～ 1755 年
鹿児島県

不詳
静岡県菊川市

不詳
愛知県尾張

1832 年～ 1923 年
静岡県浜松市

福井県
坂井市

岐阜県
愛西市

福井県
坂井市

岐阜県
岐阜市

岐阜県
関市

岐阜県
木曽三川水系

岐阜県
関市

静岡県
掛川市

岐阜県
養老郡

静岡県
菊川市

岐阜県
関市

静岡県
浜松市
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72 78

74 80

75
81

73 79
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幸一は、水害を調べたり、改修費用の援助を求めるため
国や県へお願いしたりしました。
しかし、何度お願いしても良い返事をもらえませんでした。
それでも幸一はあきらめずに国へお願いし続けました。
この誰にも負けないねばり強さと努力のおかげで、昭和
8 年（1933 年）、悲願の堤防改修工事が始まりました。

徳川家康の命令を受け洪水の被害を減らすために犬山か
ら弥富にまで続く御囲堤 50 キロメートルを造る。
伊奈備前堤とも呼ばれる。

「伊奈流」と呼ばれる洪水対策の堤防システムは幕府の
基本方となる。
他に木津用水の開削にも関わる。
これにより広い範囲に水を送ることが可能となる。

菊川や牛渕川などの支流は、農業に欠かせない水を与え
てくれる一方で、度々水害を起こし、その都度大きな被
害を受けていました。 
定七郎は、治水問題に精魂を傾け、養父源五郎の意思
を継ぎ、河川改修運動に同士を集結。先頭に立ち、菊川
の堤防を改修することに全力を注ぎました。

西澤眞藏は、弘化元年に愛知郡野々目村に生まれ、商人
として各種の事業を手がけ大きな成功をおさめました。 
その後、水不足に悩む愛知県の高岡地区や猿投地区（現
在の豊田市）で進められていた枝下用水の開鑿工事に関
わり、全財産を投げ打ち、膨大な借金を背負い、人生を
かけて枝下用水を完成させました。

たびたび氾濫する坂口谷川の拡幅を行い、大井川から水
を引き、干ばつに備えて水路を作るため、村人を説得し
集めた資金で拡幅工事は明治 4 年に完成。
大井川から水を引く工事は、長さ 300 メートルの隧道工
事が必要であり当時は困難と多くの費用が掛かったが私
財を投じて工事を続け、明治 9 年に完成した。

愛知用水は、水に苦しむ知多半島のため昭和 32 年から
始まったプロジェクトです。 御嶽山に牧尾ダムを造り、木
曽川から水路を引いて知多半島を潤す、その後の高度経
済成長の先駆けともなった大事業でした。 
知多半島の農民としてその夢の用水の実現に命をかけて
きたのが久野庄太郎翁と同士・浜島辰雄氏でした。

明治用水は矢作川を水源とし愛知県安城市を中心に八市
にまたがる約 6000 ヘクタールの農地を灌漑する農業用
水です。
この地域は小規模な水田が開かれていましたが農民は常
に水不足に悩まされていました。
矢作川の水を碧海台地に導いて大規模な新田開発を計画
したのが和泉村の都築弥厚翁でした。

西嶋八兵衛は、遠州浜松で生まれ、水利、土木、経済、
書道に優れ 17 歳の時に伊勢津藩主藤堂高虎に仕えまし
た。
八兵衛は二代目藩主藤堂高次から命ぜられ領内を巡回、
雲出井用水開削の大工事に着手しました。
雲出井用水路は、現在の津市、久居市の優良農地約
800 ヘクタールを灌漑する農業用水利施設。

愛知用水は、水に苦しむ知多半島のため昭和 32 年から
始まったプロジェクトです。 御嶽山に牧尾ダムを造り、木
曽川から水路を引いて知多半島を潤す、その後の高度経
済成長の先駆けともなった大事業でした。 
知多半島の農民としてその夢の用水の実現に命をかけて
きたのが久野庄太郎翁と同士・浜島辰雄氏でした。

高月町西野は北と西を山に囲まれた低地でよく洪水が起
きていました。恵荘はこの洪水を何とかしようと西の山を
くり抜いてびわ湖へ排水を流す事を考えていました。
そこで恵荘と住民は彦根藩から「隧道」を掘る許可をも
らい、天保 11 年より工事をはじめました。
5 年後の弘化 2 年に西野隧道が完成しました。

天保の大飢饉の 2 年前、中泉代官所 ( 現磐田市 ) に幕
府の役人として赴任。
この地は土地が低く洪水地帯であったが、この地の水を
流す排水路（蝦島水道）を造り、悪夢だった毎年の水害
から人々を救った。
また、天竜川に大堤防を造り、河川敷の新田開発や両岸
の水防組合設立など大きな業績を残した。

元和 4 年 2 月生まれ。江戸時代前期の商人で海運と治
水の功労者。
漬物屋から土木建築業に転じ、明暦の江戸大火では材
木の買い占めで利益をあげました。
鉱山や新田の開発、東廻航路・西廻航路の整備、淀川
治水のための安治川開削などの事業を手がけ大貢献し旗
本にとりたてられました。

松下幸一 伊奈忠次

黒田定七郎 西澤真蔵

本間賢三 浜島辰雄

都築弥厚 西嶋八兵衛

久野庄太郎 恵荘上人

犬塚祐一郎 河村瑞賢

1894 年～不詳
静岡県菊川市

1550 年～ 1610 年
愛知県西尾市

1861 年～不詳
静岡県菊川市

1844 年～ 1897 年
滋賀県

不詳
静岡県牧之原市

1916 年～ 2013 年
愛知県豊明市

1765 年～ 1833 年
愛知県安城市

1596 年～ 1680 年
静岡県

1900 年～ 1997 年
愛知県知多半島

1778 年～ 1849 年
滋賀県高月町

不詳 1618 年～ 1699 年
三重県度会郡南伊勢町

静岡県
菊川市

愛知県
犬山市

静岡県
菊川市

愛知県
豊田市

静岡県
牧之原市

愛知県
知多半島

愛知県
安城市

三重県
津市

愛知県
知多半島

滋賀県
長浜市

静岡県
磐田市

三重県
淀川水系

82 88

83 89

84 90

86 92

87 93

85 91
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大雨が降った際に周辺河川からの水が琵琶湖に集まり水
害をおこす。
水害をなくすべく、琵琶湖の水位を下げるために瀬田川
の川底を深くする工事を行うことになる。
治水工事は瀬田川の全長 14 キロメールで行われた。
藤本太郎兵衛は親子 3 代に渡り私財を投じ尽力した。
天保の御救大浚と呼ばれる。

行基集団を形成し、道場や寺院を 49 院、溜池 15 窪、
溝と堀 9 筋、架橋 6 所、国家機関と朝廷が定めそれ以
外の直接の民衆への仏教の布教活動を禁じた時代に、
禁を破り畿内（近畿）を中心に民衆や豪族など階層を問
わず困窮者のための布施屋 9 所等の設立など数々の社
会事業を各地で成し遂げた。

土地が高台にあり、周囲の河川から田畑に水を引くことも
できない状態であった、そのため貯水池を作る必要にせ
まられた。松本彦平の指示の下、淡海湖の工事は進めら
れるが完成を見ずに亡くなる。
九年に及ぶ工事で淡海湖は完成し、水の確保ができるよ
うになったため新田開発にもつながる

かかわった改修工事は、港が 80、河川が 100 にも及び「治
水の神様」と称された。
内務省直轄事業の基礎を築き、「内務省直轄事業の父」

「明治河川改修の父」などと称された。
なかでも、近代日本の治水の歴史に燦然と輝くのが淀川
改良工事であるといわれ、「新淀川の父」とも称される。

県令籠手田安定は、明治 15 年に田川改修工事の施行を
県会に提案したが、工事費が莫大であり受益範囲が限定
的で下流に強い反対があることを理由に議会で否決され
た。
翌明治 16 年にも再提案したがまた同一理由で否決され
た。そこで県令は明治政府の許可を受ければ工事が出来
るという規則を発動して工事を実施した。

明治六年、30 歳のときに、日本政府に雇われて来日し日
本の近代化のためインフラ整備を指導しました。
淀川水系の調査・設計を手始めに、鳥取県千代川、東
京都江戸川、千葉県利根川、新潟県信濃川、山形県最
上川、赤川などで改修工事の指導、設計に当たりました。
このほか坂井港のエッセル堤などの設計も行いました。

瓶原大井手用水開削の祖。
大井手水路は、鎌倉時代中期の貞応元年、現在の京都
府相楽郡加茂町瓶原の海住山寺の慈心上人が、和束郷
石寺の和束川に水源を求め、川に井手枕という堰堤を設
け、そこから、幅 1.81m、勾配 1250 分の 1、水深 0.3m、
延長 6755m の水路を村人とともに完成させた。

豊臣秀吉は織田信長の家臣として台頭し土木技術を巧み
に活かした戦法、築城を得意とし様々な土木施設を手が
けた人物です。
大阪城築城では周辺地域の新田開発と洪水防御のため
淀川に太閤堤や文禄堤等を築き淀川の流路を固定、こ
れ以外にも多くの治水事業等に携わり土木技術を飛躍的
に発展・普及させました。

朱印船貿易の開始とともに安南国との貿易を行い、山城
（京都）の大堰川、高瀬川を私財を投じて開削した。
また江戸幕府の命令により富士川、天竜川、庄内川など
の開削を行った。
地元京都では商人としてよりも琵琶湖疏水の設計者であ
る田辺朔郎と共に「水運の父」として有名である。

「大阪の川の流れを変えた男」と呼ばれる。
50 年にもわたり大和川の付け替え工事を嘆願し続ける。
付け替え工事では指揮を任せられ、工事は長さ 14 キロ
メートルの新しい川を造ることになる。
この工事により川の水を海まで直接通すことが可能とな
り、水かさが少なくなり、水害を減らすことができた。

洪水により天田井堰が大きな被害を受けました。
そこで勝由は天田井堰と綾部井堰を統合しようと考え、
約 900 メートルの水路を掘り、ニつの井堰の水路をつな
ぐ計画を立てました。
困難な工事だと農民から反対されましたが、勝由は私財
を投げうって工事に取りかかりました。
これにより、綾部用水の基礎が築かれました。

河内平野における水害を防ぎまた開発を行うため難波の
堀江の開削と茨田堤（大阪府寝屋川市）の築造を行った。
これが日本最初の大規模土木事業だったとされる。
又、山背の栗隈県（京都府城陽市西北～久世郡久御山町）
に灌漑用水を引かせた。そして、灌漑用水として感玖大
溝を掘削し広大な田地を開拓した。

藤本太郎兵衛 行基

松本彦平 沖野忠雄

籠手田安定 ジョージ・アーノル
ド・エッセル

慈心上人（覚真）
豊臣秀吉

角倉了以 中甚平衛

近藤勝由
仁徳天皇

不詳
滋賀県

668 年～ 750 年
堺市

1856 年～ 1919 年
滋賀県高島市

1851 年～ 1921 年
兵庫県豊岡市

1840 年～ 1899 年 1843 年～ 1939 年
オランダ　レーワルデン

1170 年～ 1243 年
1537 年～ 1598 年
愛知県名古屋市

1554 年～ 1614 年
京都府京都市

1639 年～ 1730 年
大阪府東大阪市

1827 年～ 1901 年
京都府綾部市

290 年～ 399 年

滋賀県
高島市

大阪府

滋賀県
高島市

大阪府
大阪市

滋賀県
長浜市

大阪府
大阪市

京都府
加茂町

大阪府
枚方市

京都府
京都市

大阪府
東大阪市

京都府
綾部市

大阪府
大阪市

94 100

95 101

96 102

98
104

99 105

97
103
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いなみ野台地は雨が少なく、度重なる干ばつが襲い農家
は困窮していた。
私財を投じて山田川からの疏水を造るため測量を行った
が、地盤が悪く工事費が嵩むため 淡河川から取水するこ
ととし明治 21 年に着工し 3 年後に完成、710 ヘクター
ルが水田化された。工事では指導監督にあたり疏水完成
に大きく貢献した。

水を雨水や渓流水に頼る紀の川右岸一帯の農民たちは、
紀の川の水を自分の水田に引くことができたらとの願い
に工事に取り掛かりました。
地形が複雑で難しい工事を他にも完成させた才蔵が作っ
た 24 キロメートルの藤崎井用水路や完成はできなかっ
たものの 30 キロメートルの小田井用水路は現在も使わ
れています。

1883 年来日し神奈川県より横浜上水道建設計画の依頼
を受け多摩川取水計画と相模川取水計画の 2 案を県に
提出して帰国。
1885 年に再来日し水道工事の全てを任されると水源を
相模川支流の道志川とし野毛山配水池に至る総延長 48
キロメートルの横浜水道建設を着工指揮にあたり日本初
の近代水道を完成させました。 

安政南海地震の津波が広村に襲来した後、梧陵は自身の
田にあった藁に火をつけ高台の広八幡神社への避難路を
示す明かりとし村人を誘導した。
村人の 9 割以上を救い、津波から命を救うには情報伝達
の速さにが重要という教訓を残した。これをもとに作ら
れた物語が『稲むらの火』として知られている。

加古川支流の荒井川にはさまれ、頻繁に洪水が起きてい
た。そのため市丸又四郎は堤防を造り荒井川の水害に苦
しめられていた人々が救われた。
現在も高砂市美保里には市丸廟の額が掲げられたい市堂
が弁天堂と同じ敷地に堂には市丸の事績を記した碑文と

「恵光院浄慶」と記された墓碑が納められている。

浅右衛門は段々田んぼでの重労働や干ばつに悩み・飢饉
に苦しむ人々の生活を見て成長した。
彼は東谷に溜め池をと一念発起し、 私財一切を投げだし、
労力総てを奉仕して池普請に情熱を傾けた。
はじめは 半信半疑の村人も彼の姿に励まされ一万有余の
人々が、伊勢参宮講を結成して経費をととのえ、大事業
に着手した。

国包出身の商人だった長浜新六朗は、加古川の水害に悩
まされ続ける人々を見かね、私財を投じて洪水の際に避
難できる山を天保 6 年 (1756 年 ) に完成させた。
その山は人の手で築かれたことから築山と呼ばれ、その
頂上に地元の人々が感謝の気持ちと安全への祈りを込め
て築山神社を建てたといわれている。

鈴木立庵は段々田んぼでの重労働や干ばつに悩み・飢饉
に苦しむ人々の生活を見て成長した。
彼は東谷に溜め池をと一念発起し、 私財一切を投げだし、
労力総てを奉仕して池普請に情熱を傾けた。
はじめは 半信半疑の村人も彼の姿に励まされ 1 万有余の
人々が、伊勢参宮講を結成して経費をととのえ、大事業
に着手した。

明治 29 年、帝国大学工科大学土木工学科卒。
内務省技師となり地方土木工事の監督と利根川改修にあ
たり大正15 年利根川の改修工事を完成させ、約 40 年間、
利根川改修工事に尽力した、「利根川の主」と称される。
昭和 7年から11年間を費やし、高田川の付け替え工事や、
水道の敷設工事に助力を惜しまなかった。

1600 年初めの土木技術では、日高川近辺の低い土地は
畑地が多く水田化されておらず、河川が荒れればたちま
ち氾濫するため流域は耕作人不明の荒地となっていた。 
正次は川辺町若野圦本で日高川を堰き止め、260 町歩を
灌漑、水門より水末に至る溝渠延長約 1 里 20 町の若野
井堰を設計し工事を指揮し完成した。 

全国治水砂防協会の設立者。東京帝国大学農学部林学
科砂防に学び、林学出身者ではじめて内務省に就職。
鬼怒川、信濃川、木津川、瀬田川、富士川、神通川、
天竜川、六甲山など全国の砂防工事を指揮するなど、国
内砂防技術の基礎を築いた。
日本での砂防の重要さをいち早く説いた人物で「砂防の
父」といわれる。

天保の大飢饉のために多くの人が飢え死にすることに
なった。栗本新兵衛は貧しい人を救うために日高川沿岸
を埋め立てる工事を私財を投じ行った。
人々はこの工事により仕事を得ることもできた。また、こ
れにより新田が開発できるようになり、新しくできた新田
は「茶新新田」と呼ばれる。

魚住完治 大畑才蔵

ヘンリー・S・
パーマー

濱口梧陵

市丸又四郎
柏木浅右衛門

長浜新六郎
鈴木立庵

中川吉造 平井正次

赤木正雄 栗本新兵衛

1828 年～ 1899 年 1642 年～ 1720 年
和歌山県伊都郡

1838 年～ 1893 年
インド　バンガロール

1820 年～ 1885 年
和歌山県有田郡

不詳
不詳～ 1834 年
和歌山県御坊市

不詳
兵庫県加古川市

不詳
和歌山県御坊市

不詳
奈良県大和高田市

1580 年～ 1657 年
和歌山県御坊市

1887 年～ 1972 年
兵庫県豊岡市

不詳
和歌山県御坊市

兵庫県
稲美町

和歌山県
橋本市

神奈川県
横浜市

和歌山県
有田郡

兵庫県
高砂市

和歌山県
御坊市

兵庫県
加古川市

和歌山県御
坊市

奈良県
大和高田市

和歌山県
御坊市

兵庫県
豊岡市

和歌山県御
坊市

106 112

107 113

108
114

110
116

111 117

109 115
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茲矩は慶長 7 年から大井手用水路の開設に取組み、千
代川の川筋に取水堰 ( 智頭川と八東川の合流点の上約一
km) を設けて水源とし、水路は河原から江津・秋里・湖
山に及ぶ約 20km 余で千代川の西側には灌漑面積は約
千町歩に及びます。
施工には 7 年の歳月を要したと言われています。

岡山の城下を流れる旭川は川が浅くたびたび洪水の被害
が発生した　また米の取れる量も現在に比べ少なく日照
りや洪水により饉もたびたび起こっていた。
旭川の洪水を防ぐため新たな川を掘ることを考案し1669
年に蕃山の弟子の津田永忠により川の掘削が行われ現在
の百間川ができ上がった。

海から吹き付ける強い西風に加え、水に恵まれず作物が
できないことに心を痛め、私財を投げ出してでもこの地
の開拓を成しとげようと決意。
用水路を通す砂地の土地は水が地面に吸い込まれるた
め、川床にむしろを敷き粘土で固め水が漏れないように
した。こうして幅約 6 メートル、全長約 8 キロメートルの
用水路ができあがった。

江戸前期の水利土木家。承応 3(1654) 年 7 月備前各地
に大水害が発生 , 藩主池田光政の命を受け被害が激し
かった児島郡の救済にあたった。
各地を視察し , 旱水害の地児島郡に福林池 , 森池をはじ
め、郡内に 300 余の池を造成、旱害の憂いを除いた。
文化 3 年 ) 年郡民にて瑜伽山に頌徳の記念碑が建てられ
た。

宝栄 3 年、56 歳にして一念発起した周藤彌兵衛は日吉
村の剣山を切り抜き、以来 42 年間ノミと槌で剣山の硬
い岩を切り開くという苦業に立ち向かった。
97 歳にして「日吉切通し」を完成させ、意宇川の流れを
変え洪水を繰り返す暴れ川から村を救った。
宝暦 2 年、103 歳で大往生をとげた。

児島湾の干拓調査にあたり、ムルデルはこの地方の伐採
で荒れ果てた山々を見て驚きました。
このままでは、土砂流出、洪水の害は治まらず、古田の
湿田化も止められないとし「児島湾開墾復命書」のなかで、
干拓工事の手順や工法だけでなく、伐採の禁止と河川上
流部での砂防の必要性を強く説きました。

度重なる洪水に見舞われていた松江城下と宍道湖周辺
の水害対策に湖水を日本海に流し被害を緩和しようと考
え、佐陀川を開削。
天明 5 年から全長約 12km の水路を掘りすすめた結果、
宍道湖の水位は1ｍ下がり200 ヘクタールの新田を開発。
川沿いでは米が増産、海運業も盛んになり藩の財政事情
は好転した。

江戸時代、安芸高田市八千代町上・中土師地区は、川よ
りも高いため、川の水を田畑に利用できず、しばしば水
不足で米を収穫できず農民たちは困っていた。
忠左衛門は上流からの水を引く八キロメートルもの用水
路を掘り続け、約 18.6 ヘクタールの田畑に水を送る矢櫃
井堰を切り開いた。

日本の衛生工学・上下水道の父。松江市他 23 都市の近
代水道を完成させました。
バルトンの設計は、実地工事の段階では大幅に変更せざ
るを得ないものではありましたが、帝都上下水道の基本
計画となり、東京、神戸、福岡、岡山などの上下水道の
基本調査を担当しました。凌雲閣の基本設計者としても
知られています。

関西や尾道の公共事業や慈善事業、寺社に多くの寄付を
した。
大正から昭和における寄付金王とまで言われている。
記録に残る主なものだけでも 147 件におよぶ寄付・寄進
をしている。
初期は特に教育関係、ついで病院・水道などの社会事業
関係、そして災害の義捐関係なども目立った。

卜蔵孫三郎は、江戸時代中期、仁多郡から荒島村に移住
し、庄屋の協力を取り付けて能義郡目白池で卜蔵新田の
開発を行った。沼地であった日白池に 16 年の歳月をか
けて五ヘクタールの水田に造成、かんな流し工法を使っ
た土砂運搬方法を用いて、優れた土木技術と才能をふ
るって新田開発を行い生涯を全うした。

江戸時代の寛永 8 年 (1631 年 ) に、現在の久米南町下
弓削に生まれ、長じて大庄屋となり貧困に苦しむ農民を
何とか救済したいと発念。
干天の水不足、洪水など、天候に翻弄される郷土の農業
改革を目指して、河川の改修、田畑の開墾・灌漑施設づ
くりなど、数々の大事業に私財を投じて成し遂げた。

亀井 茲矩 津田永忠

大梶七兵衛 石川善右衛門

周藤彌兵衛 ローウェンホルス
ト・ムルデル

清原太兵衛 咽声忠左衛門

ウィリアム・K・
バルトン

山口玄洞

ト蔵孫三郎 河原善右衛門

1557 年～ 1612 年
島根県松江市

1640 年～ 1707 年
岡山県岡山市

1621 年～ 1689 年
島根県出雲市

1607 年～ 1670 年
岡山県岡山市

1650 年～ 1752 年
島根県松江市 1848 年～ 1901 年

オランダ　ライデン

1712 年～ 1788 年
島根県松江市

不詳

1856 年～ 1899 年
スコットランド
エディンバラ

1863 年～ 1937 年
広島県尾道市

1696 年～ 1721 年
島根県松江市

1637 年～ 1685 年
岡山県久米南町

鳥取県
鳥取市

岡山県
岡山市

島根県
出雲市

岡山県
岡山市

島根県
松江市

岡山県
岡山市

島根県
松江市

広島県
安芸高田市

島根県
松江市

広島県
尾道市

島根県
安来市

岡山県
久米南町

118 124

119 125

120 126

122 128

123
129

121 127
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江戸時代初期、八木・緑井・長束など太田川右岸地域は
農業用水が乏しかったため稲作に適さず、そば・大豆・
粟などの雑穀に頼って生活していた。
卯之助は、太田川の水を引き入れる用水路の掘削に取り
掛かかり、調査を重ねて八木の十歩一を取水口に決め、
1768 年に定用水が完成した。

讃岐の国山田郡三谷村（高松市三谷町）に生まれ、幕末
から明治時代の医師であり、水産開発者として功績を残
した。
維新後は捕鯨の事業化を計画し、開洋社を設立。奥羽
征討軍監察使として功を立て、明治 14 年に公務を退職
した。また東京に大日本水産学校、大阪に大阪水産学
校を創立するなど、水産事業に生涯を捧げた。

福山藩初代藩主。芦田川デルタ干拓による城下町建設を
はじめ，綿花栽培の奨励による繊維産業育成や上水道の
敷設、戦国時代以来荒れていた神社仏閣の修理・再建な
ど領内の治政に力を尽くした。
城下町建設とともに、上水道網（福山旧水道）を整備。
また、城下町を氾濫から守るため、芦田川の治水・灌漑・
利水事業も行った。

大正 13 年、香川県は厳しい日照りに襲われた。元々雨
が少なく、昔からため池をつくって作物を作っていたが、
日照で池は枯れ、農民たちは飲み水にも困るほどだった。
農民の訴えに茂治郎は柞田川をせき止めるダム建設を計
画。国や県議会に費用負担を交渉し、貧しい農民の収入
となるよう工事は地元の農民たちで行った。

鹿野台地は周辺の錦川や渋川よりも高台にあるため村人
たちは毎日遠くへ水汲みに行っていた。
これを見た想左衛門重友は、なんとかこの台地に水を引
こうと考えた。
そこで、藩の許可を受けた想左衛門重友は（慶安 4 年）
私財を投じて村人と工事を始めた　工事を始めて4 年後、
村人と協力し約 90 ｍのトンネルが完成した。

僧侶としてだけでなく、建築や治水など実利の面でも高
い能力を示した。その中で最も大きな功績が讃岐の国に
ある満濃池。この池は国内最大級のため池で、当時から
この地域では農業用水に活用されていたが、大雨などに
より度々決壊し甚大な被害を出していた。
空海はこの池にアーチ状の堤防を築き氾濫を防いだ。

讃岐平野は降雨が極めて少なく、農民たちは水の確保に
苦労してきた。日照りが続くと水不足に困窮し、大雨に
なると鉄砲水や洪水が民家や田畑を押し流し被害を出す
という讃岐において、治水利水事業は急を要していた。
八兵衛は干ばつを救うため讃岐へ派遣され、農業用水確
保のため、讃岐のため池の築造・改修に活躍した。

松山城主　加藤嘉明に仕え、藩きっての土木技術者だっ
た足立重信は、当時あちこちで氾濫していた伊予川（重
信川）の河道改修を行い、荒廃地だった地域に五十ヘク
タールの新田を拓いた。
当時城を作る勝山の南麓を抜け、洪水を繰り返す暴れ川
だった石手川（いしてがわ）を南（現在の流路）へ付け替
えさた。

財政難に陥っていた高松藩の第九代藩主松平頼恕は、通
賢の才能を見込み財政再建築を頼った。
通賢は阿野郡坂出の浜に新たな塩田開発を進言。高松
藩はこの案を採用し通賢は塩田開発の陣頭指揮を執るだ
けでなく、自ら率先して作業に参加した。藩の財政難に
より資金が滞ったため、私財を投入し工事を継続させた。

八田堰、山田堰などの堰及び用水路の建設による新田開
発や日本最初の掘り込み港湾「手結内港」など多くの新
田開発や港湾設備建設を行い、「土木神の化身」と呼ば
れるほどの土木工事を行った。
四万十川支流に分水目的の井堰を設け、四ヶ村を灌漑す
るために水車を設置し水田に水を汲み上げる工事も行っ
た。

江戸時代から吉野川流域の農地ではたくさんの藍が作ら
れていた。明治 30 年代以降、化学染料の輸入等により
藍は急速に衰退。
藍にかわりに米作りを考えるも水の確保が困難だった。
井内は、吉野川から農地まで水を引く用水路の建設を考
え、7 年をかけ吉野川の南北に大きな用水路を同時に完
成させた。

久万盆地を流れる久万川は深い谷のため、農業用水を引
くため川の上流に堰をつくり、そこから数十もの「掛樋」
を連ねて水を引いていた。
台風や大雨の洪水によって、掛樋はたびたび流されその
苦労は大変なものだった。この苦しみから人々を救うた
め、掛樋の代わりに岩山を切り開き用水路を築いた。

桑原卯之助 藤川三渓

水野勝成
加地茂治郎

岩崎想左衛門 空海

西嶋八兵衛

足立重信

久米通賢
野中兼山

井内恭太郎
山之内彦左衛門

1723 年～ 1783 年
広島県広島市

1817 年～ 1889 年
香川県高松市

1564 年 ~1651 年
1869 年～ 1940 年
香川県観音寺市

1598 年～ 1662 年 774 年～ 835 年
讃岐国多度郡屏風浦

1596 年～ 1680 年
静岡県浜松市

生年不詳～ 1625 年
岐阜県

1780 年～ 1841 年
香川県東かがわ市

1615 年～ 1663 年
兵庫県姫路市

1854 年～ 1934 年
徳島県阿波市

1614 年～ 1698 年
兵庫県姫路市

広島県
広島市

香川県
高松市

広島県
福山市 香川県

観音寺市

広島県
周南市

香川県
善通寺市

香川県
高松市

愛媛県
松山市

香川県
東かがわ市

高知県
高知市

徳島県
阿波市

愛媛県
久万高原町

130 136

131
137

132 138

134

140

135
141

133
139



64 65

人物名 / 生没年 / 出生地 人物名 / 生没年 / 出生地功績 功績功績地 功績地

日照りが続くと稲も立ち枯れ、作物も取れず何度も飢饉
に陥る地域を救うため筑後川からの豊富な水を引くため
の用水工事が行われ、翌年には水田を潤す堀川用水が
完成した。その後拡張を藩に願い出し認められ筑後川本
流山田堰の大改修を実現。
根本的に水害干害から住民を守り農民に大きな恩恵を与
えた。

筑後生葉郡吉井村の大庄屋。
郡東部の荒れ地に筑後川の水をひく用水路の開削を計画
し、寛文 12 年久留米藩の援助をえて工事を開始。
久留米藩より借りた 33 貫目を使い果たし 9 貫目ほどに
手を出し、思うほど水量が無かった為更に数十貫目の私
財を投げうつなどして延宝 4 年袋野堰の通水に成功した。

大干ばつによってたびたび農作物が全滅していた久留米
の水不足を解消するため、筑後川北岸の床島に堰を築く
ことを久留米藩に請願するとともに郡内の庄屋からの協
力も得、久留米藩士草野又六の指揮のもとで工事に着工
し、正徳四年に床島堰を完成させた。
床島堰によって田畑約二千ヘクタールを潤した。

現在の佐賀市鍋島町に生まれた成富茂安は、堤防、井樋、
用水路、ため池など 100 数カ所の事業に携わり、利水
開発や洪水防止事業を進め、治水の神様と呼ばれた。
佐賀平野の嘉瀬川は、洪水や水不足に苦しんでいた。そ
こで石井堰という施設をつくり洪水を防ぎ、田畑に必要
な水量を確保して農作物の収穫を安定させた。

江戸時代の筑後国主。筑後川沿岸住民は洪水により荒
野になってしまうのが悩みだった。
筑後川河畔にある葦野を開拓して耕地の拡張を命じ、自
らも海岸埋立を企画し、汐土居の築堤に着手した。
また、筑後川の流れを深くして舟運の便をはかった。さ
らに国内各所の城壁を撤去し田畑にしたといわれている。

当時、九州のまわりの海では鯨が沢山捕れ、儀太夫は捕
鯨で大金持ちとなった。そして、捕鯨をして儲けた金で
新田や溜池を造って寄付していた。
中でも野岳村は雨が降ると川が溢れ、日照りにが続くと
水が無くなり作物の被害が頻繁に起こっていた。これを
防ため大きな堤を作ろうと考え野岳湖をつくり多くの村人
を救った。

江戸時代に戸原村の大庄屋を務めた長卯平は、水利に
恵まれない郡の中央部に山を掘り抜きく灌漑水路、新大
間池仕掛水路を作ることを計画し、同地出身の博多の豪
商からの援助をうけるだけでなく、私財も投じて七年で
完成させた。
地域に大きく貢献した長卯平の偉業は今も生活に恩恵を
与え続けている。

秀吉にとりたてられ 26 歳の若さで肥後北半国の領主と
しなった清正は、当時暴れ川と呼ばれた白川は、何度も
熊本城下を襲っていた。
清正は川の上流から河口まで見回り白川の洪水により田
畑が大きな被害を受けないよう、堀替えや堰・井出や石
刎を作るなど様々な工夫をして田畑を豊かにし、今の熊
本の礎を築いた。

土木工事の技術にすぐれ、久留米藩士にとりたてられる。
筑後川北岸地区の三井郡一帯の土地は川面より高く水田
として利用されず、わずかな田畑もたびたび干害に襲わ
れ、農民は飢餓に迫られる状態であった。
床島堰と恵利堰の建設工事を指揮して正徳 4 年完成させ
新田約 400ha をひらいた。

肥後国矢部に誕生し、養父布田太郎右衛門の土木治水
事業の影響をうけ、嘉永七年、阿蘇の外輪山南側の五老ヶ
滝川の谷に通潤橋（石造アーチ型の通水橋で国の重要文
化財）を完成させるなど、橋・道路を建設し矢部の開発
に努めた。それにより天保の大飢餓から農民を救った。
1952 年には、熊本県近代功労者となった。

天保 7 年上尾郡路土村（現在の豊前市黒土）で代々庄屋
を務める家系に生まれた。
明治 6 年からは上毛・下毛ニ郡の大区長をつとめた。
明治 11 年に灌漑用の矢方池の築造を計画した庄蔵は、
10 年の歳月をかけて水利土工会を創立。
私財を投じ明治 21 年に着工したが 3 年後に 56 歳で急
死、池はその 10 年後に完成した。

生活用水や非常時の消火用水の不足に倉田次郎右衛門
が私財を投じて水道の敷設工事を行った。
寛文 3 年工事を決意し、寛文 7 年銭屋川を水源とする
水道の敷設工事に着手、延宝元年水道工事完成。倉田
次郎右衛門は 200 年余りにわたって長崎の住民に水を
供給し続け長崎の生活を支えた。

古賀百工 田代弥三左衛門

高山六右衛門
成富茂安

田中吉政
深澤儀太夫

長卯平 加藤清正

草野又六 布田惟暉

高橋庄蔵 倉田次郎右衛門

1718 年～ 1798 年
福岡県朝倉市

1616 年～ 1687 年
福岡県うきは市

生年不詳～ 1734 年
福岡県筑後市

1560 年～ 1634 年
佐賀県佐賀市

1548 年～ 1609 年
滋賀県高島市

1584 年～ 1663 年
長崎県波佐見町

1759 年～ 1837 年
福岡県筑前町

1562 年～ 1611 年
愛知県名古屋市

1678 年～ 1731 年
福岡県久留米市

1801 年～ 1873 年
熊本県

1836 年～ 1891 年
福岡県豊前市

生年不詳～ 1703 年
長崎県長崎市

福岡県
朝倉市

福岡県
うきは市

福岡県
久留米市

佐賀県
佐賀市

福岡県
柳川市

長崎県
波佐見町

福岡県
筑前町

熊本県
熊本市

福岡県
大刀洗町

熊本県
山都町

福岡県
豊前市

長崎県
長崎市

142 148

143
149

144
150

146 152

147 153

145 151
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江戸時代後期の治水家。熊本県飽田郡に生まれた。
水の確保が十分に行えず、たびたび水不足で村人が困っ
ているのを見て、私財を投じて白川下流に大石堰をつく
り、掘割をもうけて用水路を築く工事に着手した。
水路が完成する前に工事途中で病死したが、明治 4 年に
用水路は完成し村人に恵みを与えた。

江戸時代の中頃、農民たちは水が少なく貧しい暮らしを
していた。
延岡藩家老藤江監物は、1724 年、水田へ水を引くため
に五ヶ瀬川に井堰を造るよう命じた。
1731 年に、家臣の策略により親子 4 人が投獄され、そ
の 4 ヶ月後に亡くなったが、亡くなってから 3 年後に岩
熊井堰が完成。農民たちは水不足から救われた。

かつて砥川村は、田地に使用する水の確保が困難な立地
条件で当時の庄屋であった富田茂七は享和元年赤井の
素麺滝から砥川へ水を引くため船野山の山麓をめぐる約
3350m の水道を開削し荒田を良田へと変えた。
この功績を称え大正14 年に富田茂七彰徳碑が建立され、
疎水式を行った 3 月19 日には水神祭が開催されている。

農業用水が無く水田がない関之尾の人々から懇願され、
庄内川の関之尾滝上流から水を引くため、ノミと槌だけ
で岩を掘り抜き約 10 年の苦難の末、1896 年に北前用
水路を完成させた。
この用水路は、自然の落差を利用した取水口や落差工（女
滝）、余水吐（男滝）など坂本の高い技術力により完成
した。

江戸時代中期 - 後期の治水家。
熊本県玉名郡弥富村に生まれた桜井又吉は、若くして役
人の道に進み、永徳寺村の庄屋など玉名郡代のもと要職
に就いた。優れた土木技術をもとに村々のために働き、
自費で堤防強化を行うなどして村人の生活を守った。
毎年九月に又吉さんまつりを行い遺徳を偲んでいる。

用水路開発による村勢の振興に意を注ぎ 1905 年沖水川
から水路を引き長田地区に７町歩の水田を開いた。
当時の農村では水田を増やすことが最も重要であった。
次いで天木野地区に用水路を開発し 20 町歩の水田をさ
らに轟木地区に６町歩の水田を開き、水田稲作が可能と
なり耕地の生産力が高まり村の生活も豊かになった。

幕末から明治にかけて大分県の広瀬井手、高森水路を
開発。その後明治政府の水利開墾事業に従事し全国の
水利土木工事にあたった。
特に日本三大疏水とされる安積疏水、琵琶湖疏水、那
須疏水の開発に取り組んでいる。
疏水工事のなかで特にトンネル工事で経験を積みこの経
験を生かして後にトンネル工事専門会社を創設した

寛政 8 年、日向 ( ひゅうが ) 船引村（現在の宮城県清武町）
の庄屋に生まれた。
清武川支流の水路改修につとめ , 新田を開発した江戸時
代後期の治水家で、正手 ( しょうで ) の水路を整備して
洪水を防いだ。
清武川の清流を引いてつくられたせせらぎはホタルの名
所として知られている。

寛永元年生まれ。豊前中津藩の大工棟梁。承応 3 年藩
命により中津城下に石の樋をうめ , 上水道を敷設した。
また下毛郡樋田村の山国川から取水する荒瀬井路の建設
を手がける。
荒瀬井路の灌漑面積は下毛原田台地 28 ヵ村、1000 ヘ
クタール余に及び、莫大な費用と年月をかけた大分を代
表する用水路である。

満潮時に大淀川が逆流するのを見て清武川の方が水位が
高いことに気付き清武川から水を引くことを考えた。
当時としては大事業であったこの事業は寛永 16 年 12 月
に普請にとりかかり19 年間の工事で全長は 10 ｋｍにも
及んだ。この事業によって農民たちは干ばつから救われ
ただけではなく新開田を促すものとなった。

1816 年頃、豊後日田地方に天災・地変がつづき、大飢
饉が襲った。収穫不良をなんとかしようと村人の協力を
得て小ヶ瀬井路を完成した。
日田の土木工事の後、県北地域の干拓事業を開始、周
防灘沿岸の 14 新田と宇佐の広瀬井堰の工事にも関係し
た久兵衛は、毎日雨の日も風の日も土工と一緒に働いた
といわれている。

昭和初期に野尻町で行われた開田事業があります。
須木から水を引いた漆野原開田事業と小林から水を引い
た野尻原開田事業。
これらの工事は水不足に苦しんでいた野尻の農業に変革
をもたらした。田丸貞重は三ケ野山から東麓にかかる野
尻原開田事業に、私財を投げ打って生涯を捧げました。

千々波敬右衛門 藤江監物

富田茂七
坂元源兵衛

櫻井又吉

宮田盛儀

南一郎平
黒木七左衛門

内海作兵衛
松井儀長

広瀬久兵衛

田丸貞重

不詳
熊本県熊本市

1687 ～ 1731 年
宮崎県延岡市

1760 年～ 1837 年
熊本県上益城町 1840 年～ 1918 年

宮崎県都城市

1758 年～ 1830 年
熊本県玉名市

1876 年～ 1963 年
宮崎県都城市

1836 年～ 1919 年
大分県宇佐市 1796 年～ 1873 年

宮城県清武町

1624 年～ 1706 年
大分県 1570 年～ 1657 年

宮崎県宮崎市

1790 年～ 1871 年
大分県日田市

1875 年～ 1932 年
宮崎県小林市

熊本県
熊本市

宮崎県
延岡市

熊本県
上益城町 宮崎県

都城市

熊本県
玉名市

宮崎県
三股町

大分県
宇佐市 宮崎県

宮崎市

大分県
中津市 宮崎県

宮崎市

大分県
日田市

宮崎県
小林市

154 160

155
161

156

162

158
164

159
165

157

163
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人物名 / 生没年 / 出生地 人物名 / 生没年 / 出生地功績 功績功績地 功績地

穂北郷は水が乏しい地域で、収穫できる米は年貢の一割
程度だった。児玉久右衛門は藩から許可を得て、1720
年に水路と井堰造りに着手。
工事への妨害、洪水による堰の流失などの問題があった
が、1722 年に第 1 期工事が完成、1750 年に第 2 期工
事が完成し、水田約 80hr 灌漑。後に水田は約 600hr
に達した。

福岡県福岡市出身の脳神経内科を専門とする医師で、パ
キスタンやアフガニスタンで医療活動に従事。
2010 年、水があれば多くの病気と帰還難民問題を解決
できるとして、クナール川からガンベリー砂漠まで総延長
25km を超える用水路が完成し、約 10 万人の農民が暮
らしていける基盤を作る。

20 歳頃、干ばつで作物が枯れ、台風で深刻な被害を受
けたことから、シラス台地に水を引く事を決意。
以来、農林省への陳情や耕地整理組合の設立を行い、
戦時体制下でも水路開削や開田工事を続けた。
敗戦後、莫大な事業費用に GHQ は難色を示したが、陳
情を続け事業を続行、620ha のシラス台地を潤す工事を
完成させた。

蓬原開田に命をかけて働かれた馬場藤吉は 28 歳の時、
蓬原に帰って馬場病院を開く。
荒れた大地に水を引き生活に苦しむ村民を助けたいと明
治 45 年に西志布志・大崎連合耕地整理組合を作り組合
長になった。
そして自分の財産を全て売って水を引く権利を譲り受け、
44 歳の時、430 ｈａの開田に成功した。

台湾の嘉南平野は灌漑設備が不十分だったため、十五万
ヘクタール程の田畑は干ばつに見舞われていた。
そこで與一は官田渓の水を堰き止め、さらに隧道を建
設し曽文渓から水を引き込むダム建設を計画し認められ
た。事業は受益者が官田渓埤圳組合を結成し施行しこの
組合付き技師となり完成に至るまで工事を指揮した。

宜蘭市を流れる宜蘭川は人々の生活を潤す水源だった
が、毎年のように氾濫し市民生活を脅かしていた。
そこで菊次郎は巨費を投じて 17ヶ月間かけて宜蘭川に堤
防を作った。お陰で宜蘭の市民は水害から守られるよう
になった。1.7 キロにおよぶ宜蘭川堤防は現在も「西郷堤
防」と呼ばれ、業績を称える石碑も残されている。

田と畑の転換を禁じ、また傾斜地の開墾を制限する一方
で、農民に耕地の永久耕作権を与えて農地の地力保護を
はかり、農業用水路の整備を進めた。
また、農民を組合に所属させ、納税の連帯責任を負わせ
ることによって農民同士の協力を促すとともに相互監視に
よる税収の安定化をはかった。

児玉久右衛門 中村哲

野井倉甚兵衛

馬場藤吉

八田與一

西郷菊次郎

蔡温

1688 年～ 1761 年
宮崎県西都市

1946 年～ 2019 年
福岡県福岡市

1874 年～ 1960 年
鹿児島県有明町

1875 年～ 1922 年

1886 年～ 1942 年
石川県河北郡

1861 年～ 1928 年
鹿児島県奄美大島

1682 年～ 1761 年
沖縄県那覇市

宮崎県
西都市

アフガニスタン
ガンベリー砂漠

鹿児島県
県有明町

鹿児島県
志布志市

台湾
台南市

台湾
宜蘭市

沖縄県
那覇市

166 172

167

168

170

171

169
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周藤彌兵衛翁と日吉切通し

2021 年 7 月 7 日豪雨2021 年 7 月 7 日豪雨 警戒レベル 5 が発表され 755 世帯 1884 人に警戒レベル 5 が発表され 755 世帯 1884 人に
緊急安全確保とし避難指示が出された緊急安全確保とし避難指示が出された

周藤彌兵衛翁が切り開いた剣山の山頂に鎮座している劔神社周藤彌兵衛翁が切り開いた剣山の山頂に鎮座している劔神社
本殿屋根上の千木は前後で切り方が異なり男神・女神をあわせ祀る本殿屋根上の千木は前後で切り方が異なり男神・女神をあわせ祀る
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2017 年 9 月 22 日
日本水道新聞
霧島市長×小松昭夫　トップ対談
鹿児島県霧島市・旧 1 市 6 町
120 カ所の施設監視を同時実現
“ やくも水神 ” が地域に大きく貢献

2021 年 5 月 1 日
さんいんキラリ別冊
なかじままさえインタビュー

2018 年 12 月 12 日
日本水道新聞
福島県南会津町　
IoT による効率的監視・管理

「クラウドが組織活性化の礎に」

2021 年 3 月 12 日
さんいんキラリ 2021 49 号
小松昭夫インタビュー

メンバー：佐藤、木次、川中　　全 22 ページ

2020 年 12 月 1 日
月報はつめい
中国地方発明表彰式
中国経済産業局長賞を受賞して
小松電機産業株式会社　
代表取締役　小松昭夫

小松電機産業
人間自然科学研究所パンフレット

（きらりベース）

2021 年 10 月 6 日
日本経済新聞
水管理装置、水没しにくく
全国自治体に PR
小型で安価、手軽さも武器

過去に掲載された新聞記事すべてを
ご覧いただけます。

2022 年 1 月 1 日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語

「事業者の資質」

やくも水神
新聞・雑誌アーカイブス

2002 年 7 月 9 日（火）～ 7 月 18 日（木）
下水道事業団主催

2021 年 10 月 22 日
日経産業新聞
上下水道、クラウドで管理
小松電機産業、災害対策に力

2022 年 1 月 11 日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語

「新事業への挑戦」

2022 年 1 月 25 日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語

「人間自然科学研究所」

2022 年 1 月 18 日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語

「やくも水神」

やくも水神関連記事

その他関連記事

欧州下水道視察参加報告

2020 年 9 月 13 日
◆太陽ホールから生放送 -19
由志園のイルミネーションを紹介
悠久の河の巻頭言を朗読
岡倉天心国際賞受賞・九頭竜川にやくも水神が採用・
周藤彌兵衛翁像の紹介
水の偉人覚醒顕彰祭の紹介
大梶七兵衛の紹介

2020 年 11 月 29 日
◆ムーンルームから生放送 -29
嫁ヶ島が国の登録記念物へ
嫁ヶ島万灯会、全国世界水の偉人の紹介
継体天皇と九頭竜川事業、中国経済産業局長賞受賞
について
岡倉天心について
しじみアーティストなかじままさえさんの紹介

2020 年 9 月 20 日
◆ムーンルームから生放送 -20
小室孝太郎さんの紹介
漫画周藤彌兵衛の朗読
韓国語版の漫画を制作した背景
中海宍道湖圏、連結汽水湖の新事業について

2020 年 12 月 6 日
◆ムーンルームから生放送 -30
中村哲さんのアフガニスタンでの功績
全国世界の水の偉人に 172 人目に登録
治水の偉人周藤彌兵衛翁の紹介
太陽の國水の都緑の街 CD、朝鮮半島と
日本列島の使命の感想

2021 年 3 月 28 日
◆太陽ホールから生放送 -46
ゲスト：イラストレーター・しじみアーティスト
　　　　なかじままさえ さん
しじみアート作品制作の背景・きっかけ・プロセス
ウィリアム・K・バルトン / 銅像建立について
3 月 30 日バルトン銅像建立リモート除幕式の様子

2022 年 6 月 5 日
◆太陽ホールから生放送 -105
しじみアート、キルト、わいわいおしゃべりしながら
の手仕事
メカニカルアートは、未来を拓くヒント
柳澤時子先生島根県立美術館でキルト展示会
自然環境・社会環境の話

2022 年 6 月 12 日
◆ムーンルームから生放送 -106
ベルタ・フォン・ズットナーの人生を振り返る
オランダ・ハーグの平和宮 100 周年を記念してロレマ
氏によって制作されたズットナー像
その後 4 体のズットナー像がオランダと日本で制作
ロレマ氏のガザ地区の子供たちへの芸術支援
宍道湖の大和シジミの貝殻を活用したしじみアート

2022 年 5 月 29 日
◆ムーンルームから生放送 -104
衣服の自給率、着物の歴史、東京キモノショー
なかじままさえさんのワークショップ
二宮尊徳翁の言葉
6 月 2 日 ( 木 ) 広島からズットナー銅像 5 体世界同時
建立プロジェクトを発表

2020 年 9 月 27 日
◆ムーンルームから生放送 -21
漫画清原太兵衛の朗読
世界のフィランソロピスト 20 人に選ばれ、ベルタ・フォ
ン・ズットナーの銅像の除幕式を紹介
オープンマインド朝日ツアーの紹介

2021 年 6 月 13 日
◆太陽ホールから生放送 -57
ゲスト：小説周藤彌兵衛著者 / 歴史研究家
　　　　交易場修さん
6 月 5 日故きを温ね 新しきを知る Zoom シンポジウム
交易場修さんゲスト出演
さんいんキラリ感想

2020 年 10 月 4 日
◆ムーンルームから生放送 -22
オープンマインド中秋の沈む太陽昇る名月クルージ
ング
ゆう科学通信の紹介
漫画大梶七兵衛を日本語と韓国語で朗読
太陽の國水の都緑の街の紹介

2021 年 7 月 11 日
◆ムーンルームから生放送 -61
7 月 7 日の島根豪雨災害の様子
全国世界の水の偉人 172 人顕彰碑建立プロジェクト
TOKYO MER に happygate 門番が登場

2020 年 10 月 25 日
◆ムーンルームから生放送 -25
周藤彌兵衛翁を紹介
朝鮮半島と日本列島の使命を紹介
ベルタ・フォン・ズットナー像 5 体を 5 カ国に建立予定
広島の被爆石とイップ常子さんの紹介
国民国連について

おはようサンデー　
水の偉人関連放送

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-radio.html
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-suishin.html
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20211006nikkei.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20201201hatsumei.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20211022nikkei.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20181210nihonsuidou.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20170922_nihonsuidou.PDF
https://youtu.be/gRJ_HmtQ2v4
https://youtu.be/NrREdaYG1hg
https://youtu.be/iDDRQsohBzM
https://youtu.be/2NrwPD8erY4
https://youtu.be/JRS8pNU8Hf4
https://youtu.be/yTCQDAZTMek
https://youtu.be/5L06wHfoobk
https://youtu.be/s7-G0iFLOFQ
https://youtu.be/FRn2Z0unK_Q
https://youtu.be/pxm7jWtsLF4
https://youtu.be/BXAQmcJjH6w
https://youtu.be/uQsvNG-kVlM
https://youtu.be/o2eUd7qqc28
https://www.hns.gr.jp/download/20220125saninkeizai.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20220118saninkeizai.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20220111saninkeizai.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20220101saninkeizai.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20210921kiraripanf.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/hnspdf/202103saninkirari.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/200207EUshisatsu.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20211201kirari.pdf
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－ 26－

洪
水
を
繰
り
返
す
川
の
流
れ
を
変
え
、
村
人
を
救
い
、
百
二
歳
で
大
往
生
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
と
同
様
に
志
を
貫
い
た
周
藤
翁
の
生
涯
を
描
い
た
小
説
『
悠
久
の
河
』
を
日
本
水
道
新
聞
に
二
〇
一
四
年
七
月

か
ら
連
載
し
、
そ
の
後
、
日
英
韓
中
露
の
五
か
国
語
で
出
版
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
と
同
時
期
に
、
中
国

山
東
省
（
一
九
三
七
年
国
共
合
作
の
地
）
で
翁
の
大
銅
像
を
制
作
、
八
月
一
日
「
水
の
日
」
に
、
八
雲
町
に
建
立
し
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
生
ま
れ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
、
明
治
時
代
、
初
め
て
欧
米
に
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
『
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の

面
影
』
は
、
彼
が
島
根
県
松
江
市
に
住
ん
だ
時
の
体
験
を
元
に
し
て
書
い
た
作
品
で
す
。

そ
し
て
今
、
小
説
『
悠
久
の
河
』
が
生
ま
れ
た
こ
の
地
域
を
「
和
の
文
化
」
創
造
の
原
点
に
、
情
報
通
信
技
術
（ICT

）
を
用
い

て
「
世
界
の
水
と
平
和
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
提
言
、
構
想
の
具
現
化
に
向
け
、
急
速
な
流
れ
が
始
ま
る
こ
と

を
念
じ
て
い
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－ 24－

破
滅
に
至
る
こ
と
を
『
空
の
野
蛮
化
』
で
警
告
、
欧
米
を
中
心
に
平
和
活
動
を
展
開
し
、
ノ
ー
ベ
ル
に
平
和
賞
創
設
を
進
言
、
女

性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
（
五
番
目
）
を
受
賞
し
た
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
。
こ
の
志
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
こ
と

が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
寄
付
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
市
に
建
設
さ
れ
た
「
平
和
宮
」（
国
際
司
法
裁
判
所
）
百
周

年
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
三
年
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ロ
レ
マ
さ
ん
制
作
の
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
の
彫
刻
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
除
幕
式
に
参
列
し
、
ロ
レ
マ
さ
ん
の
お
人
柄
と
、
深
遠
な
念
い
の
伝
わ
る
像
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
本
日
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
が
亡
く
な
っ
た
こ
の
地
で
、
そ
の
二
号
像
を
没
後
百
年
を
記
念
し
て
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
街
で
展
示
さ
れ
た
後
、
日
本
に
移
し
、
こ
れ
ま
で
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
を
知
ら
な
い
日
本
人
に
広
く
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
、強
く
平
和
を
希
求
す
る
人
々
に
よ
っ
て
、ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
が
世
界
各
地
に
次
々
と
建
立
さ
れ
、ズ
ッ

ト
ナ
ー
の
志
が
蘇
り
、
平
和
活
動
の
資
金
が
生
ま
れ
、
確
か
な
平
和
へ
の
流
れ
が
始
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
育
ち
、
四
十
二
年
前
に
創
業
し
た
会
社
の
所
在
地
で
も
あ
る
、
日
本
国
島
根
県
は
、
核
の
脅
威
が
迫
る
朝
鮮
半
島
の

対
岸
に
位
置
し
、
日
本
最
大
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
島
根
県
は
、
二
〇
〇
五
年
に
韓
国
と
日
本
の
中
間
に
位
置
す
る
竹

島
（
韓
国
名
独
島
）
に
対
し
、領
土
権
の
早
期
確
立
を
目
指
し
た
運
動
を
推
進
す
る
目
的
で
「
竹
島
の
日
」
を
制
定
し
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
が
今
日
の
東
ア
ジ
ア
の
海
・
島
を
め
ぐ
る
紛
争
の
引
き
金
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
〇
七
年
、
第
二
回
万
国
平
和
会
議
に
大
韓
帝
国
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
李
儁
（
リ
ジ
ュ
ン
）
烈
士
死
去
、
一
九
一
〇
年
日

本
の
韓
国
併
合
、
一
九
一
四
年
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
死
去
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。
私
は
こ
れ
ら
の
経
緯
と
現
在

の
世
界
情
勢
を
日
本
で
受
け
止
め
、
二
〇
一
四
年
六
月
十
七
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、
構
想
と
提
言
を
発
表
い
た

し
ま
す
。
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構
想
と
は
、「
国
民
国
連
・
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

現
在
の
国
連
は
、
一
九
四
五
年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
で
合
意
さ
れ
、
常
任
理
事
国
五
か
国
を
含
む
大
国
主
導
で
運
営
、
一
九
三
カ

国
の
「
政
府
代
表
」
で
構
成
さ
れ
、
時
に
は
正
義
を
掲
げ
武
力
を
行
使
し
て
い
ま
す
。「
国
民
国
連
」
は
、
人
類
の
特
性
と
歴
史

的
経
緯
を
生
か
し
、
論
理
的
討
議
を
通
じ
て
、
長
い
時
間
軸
で
道
理
を
実
現
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
す
、「
国
民
代
表
」
で

構
成
さ
れ
る
集
団
で
す
。

ま
た
、「
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
」
は
、
対
立
が
続
く
日
本
の
沖
縄
の
人
類
史
か
ら
見
た
地
政
学
的
な
意
味
を
研
究
す
る
中
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
人
類
の
未
来
を
拓
く
「
誓
い
の
施
設
」
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、「
世
界
恒
久
平
和
発
祥
の
島
」
と
す
る

構
想
で
す
。

こ
れ
は
、
次
の 

主
要
三
施
設
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

⑴
　
世
界
の
戦
争
と
平
和
関
連
博
物
館
を
情
報
通
信
技
術
（ICT

）
で
結
び
、
各
施
設
の
資
料
と
写
真
・
映
像
を
総
合
的
に
扱
い
、 

世
界
に
配
信
す
る
「
世
界
戦
争
平
和
映
像
セ
ン
タ
ー
」。

⑵
　
世
界
中
か
ら
近
代
の
戦
争
の
全
戦
没
者
電
子
デ
ー
タ
を
集
め
、
永
遠
に
記
録
、
閲
覧
で
き
る
「
メ
モ
リ
ア
ル
タ
ワ
ー
」。

⑶
　
最
先
端
の
科
学
技
術
とICT

を
生
か
し
、
平
和
会
議
、
平
和
貢
献
者
へ
の
顕
彰
、「
知
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
な
ど
を
開
催
し
、

「
和
の
文
化
」
を
生
み
出
す
「
和
の
殿
堂
」。

そ
し
て
提
言
と
は
、
米
国
・
露
国
・
中
国
の
三
大
核
大
国
の
結
節
点
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
を
三
大
核
大
国
の
積
極
的
支
持
を

得
て
非
核
化
し
、「
和
の
文
化
」
発
祥
地
と
す
る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
核
保
有
国
の
段
階
的
な
核
削
減
の
同
時
ス
タ
ー
ト
の
提
言

で
す
。

今
か
ら
三
百
年
前
、
私
の
故
郷
、
出
雲
国
日
吉
村
（
現
・
島
根
県
松
江
市
八
雲
町
）
の
周
藤
彌
兵
衛
翁
は
、
私
財
を
投
じ
、

五
十
六
歳
か
ら
九
十
七
歳
ま
で
四
十
二
年
を
か
け
て
、
硬
い
安
山
岩
の
霊
山
・
剣つ
る
ぎ
さ
ん山を
ノ
ミ
と
槌
で
切
り
崩
し
、
切
通
し
を
完
成
、
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ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
没
後
百
周
年
を
迎
え
て

　
　
―
成
果（
結
果
）＝
能
力（
０
～
１
０
０
）×
熱
意（
０
～
１
０
０
）×
考
え
方（

－

∞
～
０
～
＋
∞
）―

小
　
松
　
昭
　
夫
　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

人
間
自
然
科
学
研
究
所
の
理
事
長
小
松
昭
夫
と
申
し
ま
す
。

今
日
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
没
後
百
周
年
を
記
念
す
る
意
味
深
い
場
所
で
、
彼
女
を
尊
敬
す
る
皆
様
と
お
会
い

し
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
の
平
和
活
動
の
意
義
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
動
画
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、
人
類
の
特
性
と
歴
史
を
考
察
し
、「
積
極

的
平
和
主
義
」
に
徹
し
、
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
、
人
類
進
化
に
至
る
対
立
・
統
合
・
発
展
が
循
環
す
る
「
和
の
文
化
」
を
生
み

出
す
た
め
、
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念
館
を
訪
問
、
民
間
外
交
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

一
九
四
五
年
七
月
二
十
九
日
、
日
本
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
黙
殺
と
報
道
、
八
月
六
日
広
島
、
九
日
長
崎
に
人
類
史
上
初
め
て
原
爆

投
下
、
九
月
二
日
ミ
ズ
ー
リ
号
で
の
調
印
に
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
続
い
て
日
本
の
「
敗
戦
」
が
確
定
、
人
類
史
上
例
の

な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
。

日
本
は
天
皇
放
送
が
行
わ
れ
た
八
月
十
五
日
を
「
終
戦
」
記
念
日
と
定
め
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
終
戦
」
と
い
う
言

葉
を
積
極
的
に
生
か
し
、「
人
類
社
会
の
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
さ
き
が
け
を
務
め
る
国
家
」
と
定
義
づ
け
れ
ば
、
日
本
か
ら
世
界

恒
久
平
和
へ
の
道
筋
を
示
せ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

百
年
以
上
前
に
世
界
大
戦
の
勃
発
を
予
測
し
、
小
説
『
武
器
を
捨
て
よ
！
』
で
戦
争
阻
止
を
世
界
に
訴
え
、
空
爆
に
よ
り
人
類
が
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も
夜
10
時
ま
で
に
は
ホ
テ
ル
に
帰
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。小
松
ら

が
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
と
、酔
っ

た
韓
国
人
が
後
か
ら
助
手
席
に
入
り

込
ん
だ
。現
地
は
タ
ク
シ
ー
不
足
で
、

〝
相
乗
り
〞は
当
た
り
前
。し
か
し
そ

の
韓
国
人
は
、小
松
が
日
本
人
だ
と

分
か
る
と
韓
国
語
で
何
か
を
叫
び
続

時
代
を
先
取
り
、高
速
シ
ー
ト
シ

ャ
ッ
タ
ー
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　ｇ
ａ
ｔ
ｅ

門
番
」、総
合
水
管
理「
や
く
も
水
神
」

と
い
う
二
つ
の
大
事
業
を
創
出
、シ

ス
テ
ム
化
し
て
き
た
小
松
電
機
産
業

㈱（
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松
昭

夫・
会
長
兼
社
長
）。同
社
の
進
め
る

事
業
は
、人
々
の
暮
ら
し
の
質
を
向

上
す
る
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。1
9
9
4（
平
成
6
）年
、ド
ゥ
ー

＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
人
間
自
然
科
学

研
究
所
」を
設
立
、世
界
を
舞
台
に
平

和
事
業
を
展
開
。人
類
史・世
界
視
野

で
現
状
を
見
つ
め
、共
感
の
場
を
生

み
出
し
、対
立
か
ら
統
合・発
展
に
進

め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重
ね

て
い
る
。

韓
国
旅
行
の
経
験
が
契
機

小
松（
77
）に
、強
い
平
和
へ
の
念お
も

い
と
行
動
力
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け

は
、30
歳
の
時
、電
機
業
界
の
旅
行
で

初
め
て
の
海
外
、韓
国
を
訪
れ
た
時

の
出
来
事
だ
っ
た
。当
時
の
韓
国
は

戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い
て
、観
光
客

小
松
電
機
産
業
人
間
自
然
科
学
研
究
所

4

け
た
。「
突
き
落
と
せ
」と
叫
ん
で
い
た

と
知
っ
た
の
は
、彼
が
降
車
し
た
後
の

こ
と
だ
。言
葉
の
裏
に
は
強
い
反
日

感
情
が
あ
っ
た
。「
こ
の
事
件
以
来
、歴

史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
さ
を
痛
感
し

た
の
で
す
」と
小
松
は
振
り
返
る
。

独
立
記
念
館
に
献
花
・
寄
付

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
た
中
国
、韓

国
で
は
、愛
国
主
義
教
育
へ
の
傾
倒

が
目
立
ち
始
め
、抗
日
記
念
館
の
建

設
が
相
次
い
だ
。き
っ
か
け
は
、日
本

で
起
こ
っ
た
第
一
次
教
科
書
問
題
だ

っ
た
。「
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

日
本
は
、人
物・人
財
が
育
た
な
い
国

に
な
り
、組
織
や
国
家
が
内
部
崩
壊

し
て
い
く
。メ
デ
ィ
ア
と
学
校
教
育

で
近
現
代
史
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
根
本
原
因
」。そ
う
確
信
し
た

2013年、オランダ・ハーグ「平和宮」の建立100周年記念祭でカーネギー、ノーベル、
ロックフェラー、ビルゲイツ、趙永植、中野信夫氏らと共に「100年間の世界平和事業
家20人」に選ばれる

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

（左）2013年、「平和宮100周年」式典前夜祭にカーネギー曾孫とともに参加。
（右）2014年、ズットナー女史没後100周年記念で、銅像作者の国際弁護士・芸術家
ロレマ女史。6ヶ月間ズットナー像をウィーン平和記念館に貸出。広島・長崎・板門
店・ウィーン・ハーグ5カ所同時建立を目指す

1999年、竹島（韓国名・独島）
に地球共生・縁結び女性像建
立を提言

2002年、中海・日本海名称入
れ替えを提唱

人間自然科学研究所の
マークはユーラシア大
陸から見た日本列島、星
は竹島
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小
松
は
、社
員
や
取
引
先
ら
と
訪
問

団
を
結
成
し
、各
地
の
平
和
祈
念
館

を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。97（
同

9
）年
に
は
、日
本
人
と
し
て
初
め

て
、韓
国
の
独
立
記
念
館
に
献
花
、寄

付
。2
0
0
1（
同
13
）年
に
は
、中
国

人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
、そ
の
翌
年

に
は
、台
児
荘
大
戦
記
念
館
を
訪
問
、

同
様
に
献
花
、寄
付
を
行
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ

カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
、ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

カ
所
同
時
建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進

行
中
だ
。

「
門
番
」と「
や
く
も
水
神
」と
い
う

大
き
な
二
つ
の
事
業
を
興
し
た
小
松

電
機
産
業
。三
つ
目
の
事
業
と
し
て
力

を
注
い
で
き
た
平
和
の
事
業
化
に
向

け
た
活
動
も
、国
内
外
の
大
学
や
戦

争
記
念
館
、ラ
ジ
オ
と
連
携
し
つ
つ
、

各
地
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。今
年
2
月

22
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、新

構
想「
国
民
国
連
」を
提
言
予
定
だ
。

「
多
発
す
る
自
然
災
害
に
、人
為
災

害
、コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、宗
教・
経

済・
政
治
の
三
つ
の
関
係
性
で
創
っ

て
き
た
人
類
社
会
を
根
本
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
、未
来
が
拓
け
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。正
義
か
ら
道
理
へ

歩
い
た
後
に
道
が
で
き
る
。今
争
っ

て
い
る
時
間
は
な
い
」。き
っ
ぱ
り
と

言
い
切
っ
た
小
松
。そ
の
念
い
は
、さ

ら
に
先
を
見
据
え
て
い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
お
わ
り
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

「
世
界
の
20
人
」の
一
人
に

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、世
界

各
地
の
戦
争
記
念
館
へ
の
訪
問
だ
け

で
な
く
、長
年
に
渡
り
、平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
。さ
ら
に
、江
戸
時
代
中

期
、現
在
の
松
江
市
八
雲
町
で
、水
害

か
ら
村
人
を
守
る
た
め
、意
宇
川
の

開
削
を
し
た
周
藤
彌
兵
衛
や
、出
雲

平
野
西
部
で
開
拓
と
治
水
に
取
り
組

ん
だ
大
梶
七
兵
衛
ら
、水
に
関
す
る

世
界
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
活
動
も
行

っ
て
き
た
。

四
半
世
紀
に
及
ぶ
一
貫
し
た
活
動

は
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
、13（
同

25
）年
、オ
ラ
ン
ダ・ハ
ー
グ
に
あ
る

「
平
和
宮・
国
際
司
法
裁
判
所
」の
建

立
1
0
0
周
年
記
念
祭
で「
1
0
0
年

間
の
世
界
平
和
事
業
家
20
人
」の
一

人
に
選
ば
れ
た
。

翌
年
に
は
、女
性
で
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
平
和
活
動
家
ベ
ル
タ・フ
ォ

ン・ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
没
後
1
0
0
年
を

記
念
し
て
創
ら
れ
た「
ズ
ッ
ト
ナ
ー

賞
」受
賞
。19（
令
和
元
）年
に
は
、「
ア

ジ
ア
は
ひ
と
つ
」を
提
唱
し
た
岡
倉

天
心
に
由
来
す
る「
岡
倉
天
心
国
際

賞
」も
受
賞
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、国
内
外

を
つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、平
和・
環
境・
健
康

へ
の
関
心
を
広
め
、次
の
時
代
を
拓ひ
ら

く
準
備
を
続
け
て
い
る
。ズ
ッ
ト
ナ

ー
女
史
と
、近
代
上
下
水
道
の
父
、

Ｗ・Ｋ・バ
ル
ト
ン
氏
の
銅
像
世
界
10

所
な
ど
、戦
争
の
痕
跡
が
残
る
世
界

各
地
に
足
を
運
ん
で
い
っ
た
。「
終
戦

時
、私
は
2
歳
だ
っ
た
の
で
、戦
前・

戦
中
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
責
任
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
戦
争

が
起
き
た
の
か
。自
分
が
人
間
だ
と

い
う
認
識
が
あ
れ
ば
、時
代
の
背
景

や
プ
ロ
セ
ス
を
よ
く
研
究
し
、さ
ま

ざ
ま
な
対
立
を
生
か
し
統
合
、新
し

い
未
来
を
創
る
義
務
と
責
任
が
あ
る

と
考
え
た
の
で
す
」。小
松
の
口
調
が

強
く
、熱
く
な
っ
た
。

戦
後
責
任
果
た
す
未
来
づ
く
り

事
業
を
通
じ
て
世
界
で
平
和
活
動

（左）1997年、韓国・天安市の独立記念館に日本人として初めて献花・寄付
（右）2001年、日中戦争勃発の地、中国北京郊外盧溝橋「抗日戦争記念館」にて献花、寄付

（左）2009年、第二次世界大戦で2000万人が亡くなったロシアのウラジオス
トック・ハバロフスクの慰霊碑、シベリア慰霊平和公苑日本人墓地を22名で
訪問・献花

（右）2019年、ベルタ・フォン・ズットナー像作者、芸術家・国際弁護士のイング
リッド・ロレマ氏と合流、アウシュヴィッツ強制収容所跡地、ワルシャワ蜂起記
念碑等を慰霊訪問

2005年、米国アリゾナ記念館『平和祈念式典』で小松昭夫社長が献花・寄付（右上）
2017年、39人の訪問団で再訪、名誉団長　小松千恵子氏が真珠湾攻撃生存者の元兵士
アルフレッド　Ｂ・Ｋ・ロドリゲス氏と握手、趣意書を発表

2014年、8月1日水の日、松江市八雲町・日吉親水公園での周藤彌兵衛
翁銅像（米国製青銅、小松電機産業寄贈）建立除幕式。燕趙園の孔子・
孟子像と同じ、松江歩兵第63連隊の兵士が多数戦死した中国山東省
の台児荘で制作

2021年2月22日「第0回 平和・環境・健康は一つ　国際
Zoomシンポジウム」を小松電機「太陽ホール」を起点に開
催。国内外から29人の講演者がスピーチ
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88（
同
63
）年
に
は
、公
衆
電
話
回

線
を
使
用
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
を

島
根
県
平
田
市（
現
出
雲
市
平
田
地

区
）、さ
ら
に
、滋
賀
県
び
わ
町
、島
根

県
八
束
町（
現
松
江
市
八
束
町
）の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
へ
納
入
、実

績
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。

92（
平
成
4
）年
、広
域
に
分
散
し

て
い
る
下
水
処
理
施
設・マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
を
通
信
回
線
で
結
ん
だ
遠

隔
制
御
監
視
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水

神
Ｃ
Ａ
Ｎ
」を
発
表
し
た
。

現
場
に
行
か
な
け
れ
ば
実
態
が
つ

か
め
な
か
っ
た
廃
水
デ
ー
タ
を
、一
般

電
話
回
線
で
つ
な
ぎ
、遠
隔
監
視・管

理
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ

ム
だ
っ
た
。宍
道
湖
の
水
質
悪
化
と

中
海
淡
水
化
干
拓
事
業
と
の
関
係
性

に
、特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
小

松（
77
）だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

注
目
発
明
選
定
証
を
受
証

94（
同
6
）年
に
は
脱
リ
ン
、脱

作
業
場
に
改
修
し
た
納
屋
で
起

業
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市

乃
木
福
富
町
、小
松
昭
夫・
会
長
兼

社
長
）は
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
の
開
発・
製
造
販

売
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
と
し

て
飛
躍
的
に
成
長
を
遂
げ
た
。さ
ら

な
る
転
機
と
な
っ
た
の
が
、同
社
の

原
点「
水
」に
関
連
す
る
商
品
の
開
発

だ
っ
た
。同
社
は
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る

水
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
事
業
と
、全
国

の
治
水
偉
人
顕
彰
事
業
を
、平
和
の

事
業
化
の
入
り
口
と
位
置
づ
け
、力

を
注
い
で
い
る
。

電
話
専
用
線
の
遠
方
監
視

下
水
用
ポ
ン
プ
の
修
理
か
ら
始

ま
っ
た
小
松
電
機
産
業
。の
ち
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
を
は

せ
る
水
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水

神
」に
つ
な
が
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は

1
9
7
7（
昭
和
52
）年
、電
電
公
社
専

用
線
に
よ
る
遠
方
監
視
装
置
の
開
発

だ
っ
た
。

小
松
電
機
産
業

や
く
も
水
神

3

窒
素
が
特
徴
の「
ニ
ュ
ー
や
く
も
水

神
」、翌
年
に
は
水
シ
ス
テ
ム
の
進

歩・
進
化
を
促
す「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
水

神
」を
発
表
。こ
の
年
に
は
、科
学
技

術
庁
第
54
回
注
目
発
明
選
定
証
を
受

証
し
た
。

2
0
0
0（
同
12
）年
か
ら
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
の
ｉ
モ
ー
ド
、ド
ゥ
ー
パ

（
閉
域
）網
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

10（
同
22
）年
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
ゼ
ン
リ
ン
地
図
か
ら
グ
ー
グ
ル

マ
ッ
プ
に
変
え
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

クラウド型リアルタイム表示で令和2年度中国地方発明表彰「中国経済産業局長賞」を受賞。中央が小松昭夫会長兼社長
＝2020年10月

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

やくも水神を紹介する小松昭夫会長兼社長（右端）
＝松江市乃木福富町、小松電機産業
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や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遠
隔
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。性
能
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、急
速
に
全
国
に
普
及
し
て

い
っ
た
。

「
水
の
行
政
は
縦
割
り
。し
か
し

40
㌢
ほ
ど
上
が
り
、洪
水
被
害
を
受

け
に
く
く
な
っ
た
。内
蔵
電
池
を
備

え
、停
電
時
も
標
準
24
時
間（
最
長
7

日
間
）稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
た
。各

種
メ
ー
カ
ー
の
制
御
盤
で
も
短
時
間

で
ク
ラ
ウ
ド
管
理
に
移
行
で
き
る
こ

と
も
、注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
や
く
も
水
神
」事
業
を
通
じ
て
、

平
和
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
一

翼
を
担
う
と
語
る
小
松
。「
や
く
も
水

神
」「
門
番
」と
い
う
二
つ
の
大
き
な

事
業
に
加
え
、同
社
が
力
を
注
い
で

き
た
も
う
一
つ
の
欠
か
せ
な
い
柱
が
、

「
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
人
間
自

然
科
学
研
究
所
」だ
。1
9
9
4（
同

6
）年
の
設
立
以
来
、「
平
和・
環
境・

健
康
は
ひ
と
つ
」を
世
界
へ
発
信
、恒

久
平
和
モ
デ
ル
創
出
を
目
指
し
て
い

る
。「
水
は
平
和
の
源
」の
念お

も

い
に
根

付
く
活
動
の
発
端
に
は
、若
き
日
の

小
松
の
あ
る
経
験
が
あ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
提
供
は
、他
社
に
な
い

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」と
小
松

は
語
る
。

「
当
初
周
囲
か
ら
、『
官
公

庁
の
仕
事
の
全
国
展
開
な

ん
て
あ
り
え
な
い
』と
異
口

同
音
に
言
わ
れ
ま
し
た
。し

か
し
、『
天
の
時
、地
の
利
、人

の
和
』を
念
頭
に
、現
実
化

し
て
い
く
の
が
事
業
家
な
の
で
す
。

世
界
同
時
に
ク
ラ
ウ
ド
の
時
代
を
迎

え
る
中
、社
会
に
と
っ
て
意
義
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
続
け
な
け
れ

ば
、個
人
や
会
社
だ
け
で
な
く
、自
治

体
や
国
家
も
持
続
で
き
な
く
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」。時
代
を
見
据
え
た

事
業
へ
の
評
価
は
高
く
、一
昨
年
は
、

「
や
く
も
水
神
」の
ク
ラ
ウ
ド
型
リ
ア

ル
タ
イ
ム
表
示
が
公
益
社
団
法
人
発

明
協
会
の
中
国
地
方
発
明
表
彰
で
中

国
経
済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

「
水
は
平
和
の
源
」の
念
い

「
や
く
も
水
神
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
現
在
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
全
国
の
自
治
体
3
割
弱
に
当
た
る

4
8
7
自
治
体
1
万
5
2
0
0
を
超

え
る
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。現
場

の
巡
回
を
極
端
に
減
ら
し
、少
人
数

で
も
管
理
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は
、小
規

模
の
自
然
環
境
が
厳
し
い
自
治
体
で

特
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

ま
た
、ポ
ン
プ
制
御
通
報
装
置
を

遠
方
操
作
管
理
シ
ス
テ
ム
に
進
化
さ

せ
、部
品
点
数
を
5
分
の
1
に
縮
小

し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
。水
没
レ
ベ
ル
が

『
や
く
も
水
神
』は
、一
つ
の
ス
マ
ホ
や

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
上
下
水
道
か
ら
農
業・

産
業
用
水
、水
門
、消
雪
な
ど
ま
で

ト
ー
タ
ル
で
管
理
で
き
ま
す
。天
気

予
報
を
組
み
合
わ
せ
た
広
域
ク
ロ
ス

水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発

全
国
自
治
体
で
実
績
積
み
重
ね
る

浜田市では「やくも水神Ｇシリーズ」を使い、上水道・
簡易水道・工業用水182施設を一元管理している

継体天皇ゆかりの3000億円をかけた福井県九頭竜川・日野川・足羽川
流域国営・県営パイプラインに「やくも水神」採用

4か所の発電所を設けた国内最大直径3ｍの送水管

ク
ラ
ウ
ド
の
先
駆
け
水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水
神
」

やくも水神について発表する小松電機産業の担当者
＝2010年6月
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雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）に
帰
郷
、

小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市
乃
木
福

富
町
、小
松・会
長
兼
社
長
）の
前
身
、

小
松
産
業
を
立
ち
上
げ
た
。

納
屋
を
自
ら
改
造
し
起
業

ベ
ニ
ヤ
板
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を

買
っ
て
き
て
、自
宅
の
庭
先
に
あ
っ

た
納
屋
を
自
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
作

業
場
が
、〝
本
社
〞。電
機
と
経
理
の
基

礎
を
学
ん
だ
実
弟
と
2
人
だ
け
で
の

出
発
だ
っ
た
。開
業
時
の
運
転
資
金

は
わ
ず
か
10
万
円
。そ
こ
で
元
手
が

か
か
ら
な
い
ポ
ン
プ
修
理
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

近
郊
を
訪
ね
歩
き
、井
戸・
農
業・

土
木・汚
水
ポ
ン
プ
の
修
理
を
受
注
。

さ
ら
に
地
元
企
業
の
制
御
盤
組
立
や

配
分
電
盤
製
作
な
ど
を
請
け
負
い
、

取
引
先
の
確
保
と
資
金
の
蓄
積
を
重

ね
て
い
っ
た
。下
水
用
ポ
ン
プ
な
ど

人
が
嫌
が
る
よ
う
な
仕
事
も
積
極
的

に
受
け
る
こ
と
で
顧
客
が
増
え
、仕

入
れ
先
と
の
関
係
も
構
築
。腕
の
良

少
年
時
代
か
ら
も
の
づ
く
り
に

興
味
を
覚
え
、中
高
生
の
時
に
は
技

術
者
と
事
業
家
の
両
方
の
資
質
を
身

に
付
け
て
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
旗
手
、小
松
昭
夫（
77
）。8
年
間

の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
の
勤
務
を
経

て
、大
阪
で
設
計
や
経
営
の
実
践
的

な
基
礎
を
学
ん
だ
小
松
は
1
9
7
3

（
昭
和
48
）年
2
月
、故
郷・島
根
県
八

小
松
電
機
産
業

新
事
業
へ
の
挑
戦

2

さ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ポ

ン
プ
の
販
売
を
始
め
、さ
ら
に
は
ポ

ン
プ
に
関
連
し
た
自
動
制
御
盤
の
製

作
に
も
挑
ん
だ
。

創
業
か
ら
数
年
後
に
は
、松
江
松

下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）生
産
設
備
の
自
動
制
御
装
置
、

郊
外
型
ス
ー
パ
ー
の
出
現
で
需
要
が

高
ま
っ
た
冷
凍・冷
蔵
庫
の
自
動
制
御

盤
な
ど
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
営・
管
理・
技
術
の
基
礎
を
固

め
、社
員
を
増
や
し
た
小
松
が
、次

小松昭夫会長兼社長
龍谷大学教授2名を招き「対立から共生の文化へシンポジウム」開催

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490創業1年後の納屋を改造した小松産業本社前にて。

前列左が小松会長兼社長＝1974年ごろ

夕方、宍道湖畔２地蔵前にて「全国世界水の偉人172人覚醒顕彰祭」
（2019年6月8日開催）
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に
模
索
し
た
の
は
、下
請
け
企
業
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
の
飛
躍

だ
っ
た
。

80（
同
55
）年
、小
松
と
ゆ
か
り

の
深
い
三
菱
農
機
か
ら
、後
の
大

ヒ
ッ
ト
事
業
に
つ
な
が
る
カ
ー
テ
ン

シ
ャ
ッ
タ
ー
製
作
の
依
頼
を
受
け

た
。車
両
が
通
過
す
る
際
に
す
ば
や

く
開
閉
す
る
仕
組
み
で
、防
寒
の
た

め
工
場
の
出
入
り
口
に
据
え
付
け
た

い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

配
電
盤
の
受
注
生
産
に
追
わ
れ
て

い
た
小
松
は
当
初
、開
発
に
携
わ
る

余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
依
頼
を

断
っ
て
い
た
。し
か
し
、技
術
力
を
見

込
ん
だ
度
重
な
る
要
請
に
応
じ
ざ
る

を
得
ず
、翌
81（
同
56
）年
に
開
発
に

着
手
し
た
。

そ
ん
な
中
、小
松
は

究
極
の
試
練
に
見
舞

わ
れ
た
。安
価
で
、ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

低
い
自
社
の
水
道
計

装
装
置
の
需
要
が
急

増
し
、大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
や
地
元
電
気
工

事
業
界
の
や
っ
か
み

を
買
っ
た
の
だ
。政
財

界
の
既
得
権
益
団
体

と
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か

初
代
委
員
長
に
就
任
し
た
小
松
は
、

構
造・
安
全・
保
守
基
準
の
作
成
、業

界
初
の
エ
コ
マ
ー
ク
の
取
得
を
通
じ

て
、国
内
の
ラ
イ
バ
ル
各
社
に
も
技

術
を
公
開
。欧
米
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

積
極
的
な
技
術
資
本
提
携
の
誘
い

を
受
け
、世
界
的
な
交
流
を
深
め
て

い
っ
た
。小
松
は
、「
買
い
手
よ
し・売

り
手
よ
し・世
間
よ
し
の〝
三
方
よ
し
　

先
義
後
利
〞で
す
よ
」と
笑
う
。

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の
後
さ

ら
な
る
進
化
を
遂
げ
、東
京・豊
洲
市

場
を
は
じ
め
、各
地
で
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
。

そ
し
て
小
松
電
機
産
業
は
、次
な

る
革
新
的
新
事
業
を
世
に
送
り
出

す
。松
江
生
ま
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
」で
構
築
さ
れ

た
、社
会
イ
ン
フ
ラ・ク
ラ
ウ
ド
の
先

駆
け
、水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や

く
も
水
神
」だ
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。

現
在
の
原
型
を
開
発
し
た
後
は
、当

時
と
し
て
珍
し
い
ビ
デ
オ
カ
タ
ロ
グ

を
製
作
。東
京
、大
阪
の
展
示
会
に
出

展
、本
格
的
な
全
国
販
売
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

稼
働
し
な
く
な
っ
た
配
電
盤
ケ
ー

ス
の
板
金
設
備
を
転
用
す
る
こ
と
で

新
た
な
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
な

く「
門
番
」の
量
産
を
実
現
。ま
さ
に
、

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」を
現
実
化

し
た
。

強
い
冬
の
季
節
風
が
吹
く
山
陰

地
域
特
有
の
悩
み
を
解
決
す
る
こ
と

か
ら
誕
生
し
た「
門
番
」。冷
暖
房
、防

塵
、防
風
効
果
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

が
劇
的
に
評
価
さ
れ
、中
央
会
推
薦

で
、91（
平
成
3
）年
に
は
中
小
企
業

研
究
セ
ン
タ
ー
賞
、ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
を
受
賞
し
た
。い
ず
れ
も
製
品

の
優
秀
さ
だ
け
で
な
く
、社
会
問
題

の
解
決
を
先
取
り
し
た
新
し
い
事
業

モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ
る
権
威
あ
る
賞

で
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、全
国
水
準

で
特
出
し
た
会
社
と
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

三
方
よ
し
精
神
で
技
術
公
開

ダ
ブ
ル
受
賞
の
前
の
90（
同
2
）年
、

韓
国
企
業
と
業
務
提
携
。冬
は
氷
点

下
10
度
以
下
、夏
は
40
度
近
く
に
も

な
る
韓
国
か
ら
は
、発
売
当
初
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
た
。

翌
91（
同
3
）年
に
は
、株
式
上
場

に
近
い
位
置
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、韓
国
へ
の
技
術
無
償
提
供
を
発

表
、周
囲
を
驚
か
せ
た
。そ
の
後
、社

団
法
人
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー・
ド
ア
協

会
、シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
委
員
会
の

り
、配
電
盤
の
引
き
合
い
や
受
注
が

激
減
。倒
産
の
う
わ
さ
が
流
れ
、社
員

の
6
割
が
会
社
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
に

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
べ

く
、三
菱
農
機
の
依
頼
で
製
作
し
て

い
た
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
基
に
、現

地
組
み
立
て
方
式
で
短
期
間
で
の
製

品
化
を
実
現
。85（
同
60
）年
に
は
、折

り
畳
み
式
初
代
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」を
全
国
発
売
し
た
。そ
の
後
、

巻
取
り
式
に
し
た
り
、ド
イ
ツ
製
サ

イ
ク
ロ
ン
減
速
機
を
内
装
し
た
モ
ー

タ
ー
に
変
え
た
り
す
る
な
ど
、短
期

間
で
安
全
性
、耐
久
性
、省
エ
ネ
効
果

シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー「
門
番
」開
発

改
良
重
ね
全
国
ヒ
ッ
ト
の
製
品
に

長島克己村長（当時）を招いて折り畳み式シートシャッター
「門番」発表会（八雲村本社にて）＝1985年10月

1991年ニュービジネス大賞受賞
ニュービジネス協議会2代目会長の関本忠弘氏（日本電気
株式会社社長）から表彰を受ける小松昭夫会長兼社長（右）

屋上全面に太陽光発電を備えた松江工場
歴代「門番」が展示されている「happy gate 門番」
板金無人製造ライン
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で
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
振
り
返

る
小
松
。ラ
ジ
オ
製
作
雑
誌
が
相
次

い
で
創
刊
さ
れ
、受
信
機
を
製
作
す

る
少
年
も
少
な
く
な
か
っ
た
時
代
、

小
松
少
年
は
物
品
税
が
か
か
ら
な
い

ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て
キ
ッ
ト
を
購
入

し
、完
成
さ
せ
た
ラ
ジ
オ
を
知
り
合

い
に
販
売
し
た
。今
も
理
念
に
掲
げ

る「
買
い
手
よ
し・
売
り
手
よ
し・
世

間
よ
し
の〝
三
方
よ
し
〞」。10
歳
代
半

ば
に
は
、技
術
者
に
加
え
、事
業
家
と

し
て
の
資
質
が
既
に
芽
生
え
て
い
た

よ
う
だ
。

ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
で
経
済
経
験

空
間
価
値
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ

ム
で
、「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
最
高

賞
」や「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
優
秀

賞
」、科
学
技
術
庁
の「
注
目
発
明
選

定
証
」な
ど
の
受
賞
で
、社
会
性
の
高

い
事
業
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
き
た

小
松
電
機
産
業
。そ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
は
、も
の
づ
く
り
が
好
き
な
一

人
の
少
年
の
挑
戦
だ
っ
た
。

「
中
学
生
の
頃
に
は
、ラ
ジ
オ
の
組

み
立
て
キ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
自
分

小
松
電
機
産
業
事
業
者
の
資
質

1

長
期
的
な
時
流
を
読
み
、卓
越
し
た
着
眼
・
実
行
力
で
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
イ

オ
ニ
ア
「
や
く
も
水
神
」と
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門
番
」と
い
う

二
つ
の
大
き
な
事
業
を
創
出
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱
（
本
社
・
八
雲
町
、事
業
所
・
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松

昭
夫
・
会
長
兼
社
長
）。二
つ
の
事
業
は
、社
会
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
を
先
取
り
、市
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
て
き
た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
小
松
（
77
）が
、四
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
推
し
進
め
て
き
た
の
が
、ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
人
間
自
然
科
学
研
究
所
」の
平
和
事
業
だ
。「
和
譲
」

の
旗
を
掲
げ
、国
内
外
の
戦
争
・
平
和
祈
念
館
を
数
多
く
訪
問
し
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
は
30
回
を
超
え

る
。「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」と
い
う
言
葉
は
、ラ
ジ
オ
放
送
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
を
通
し
て
世

界
各
地
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【 会社概要 】
小松電機産業㈱／松江市
創　　業　1973（昭和48）年
営業種目　 ソフトウェア開発事業 

通信システム開発運営事業 
電気機械器具製造業

資 本 金　1億円
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
電話番号　050―3161―2490

卒
業
生
中
で
ト
ッ
プ
評
価

家
庭
環
境
と
長
男
の
責
任
感
か

ら
、地
元
に
本
社
研
究
部
門
が
あ
り
、

全
国
展
開
し
て
い
る
農
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
す
る
こ
と
を
目
指
し
、松
江

工
業
高
校
機
械
科
に
進
学
し
た
。旧

八
雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）の
実
家

か
ら
約
10
㌔
の
地
道
を
自
転
車
で

通
い
、担
任
の
先
生
の
親
戚
が
営
む

家
具
店
で
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド・
タ
ン
ス

の
設
計
、広
報
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。

得
た
収
入
で
機
械
の
専
門
書
や
50
㏄

の
新
車
バ
イ
ク
の
頭
金
を
払
っ
て
購

小松昭夫社長
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入
。1
2
0
0
人
の
生
徒
で
、新
車
の

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
の
は
小
松
た

だ
一
人
だ
っ
た
と
い
う
。

専
門
科
目
の
機
械
設
計
に
は
特

に
力
を
注
い
だ
。ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
興
味
が
湧
い
た
小
松
は
高
校

3
年
生
の
時
、全
国
の
耕
運
機
メ
ー

カ
ー
約
20
社
に
卒
業
論
文
の
た
め
の

資
料
送
付
を
は
が
き
で
依
頼
し
た
。

す
る
と
熱
意
あ
る
学
生
の
頼
み
に
多

く
の
メ
ー
カ
ー
が
応
え
て
く
れ
た
。

想
像
を
超
え
る
資
料
を
元
に
小
松

は
、日
本
の
耕
運
機
の
発
展
の
経
緯

と
現
状
、将
来
の
展
望
を
論
文
に
ま

で
、2
年
間
社
長
側
近
と
し
て
働
き
、

事
業
の
醍
醐
味
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
い
ろ
ん
な
見
本
市
を
回
り
、見
識

を
深
め
ま
し
た
。人
の
話
を
よ
く
聴

い
て
、相
手
の
期
待
値
を
探
り
、そ
れ

を
越
え
る
提
案
力
が
あ
れ
ば
、小
さ

な
会
社
で
も
大
手
と
互
角
に
戦
え
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

73（
同
48
）年
、故
郷
に
戻
り
、電
気

と
経
理
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
弟
と

起
業
。二
人
の
失
業
保
険
30
万
円
を

元
手
に
、工
具
と
中
古
小
型
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
、自
分
た
ち
で
改
造
し

た
実
家
の
納
屋
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。手
元
に
残
っ
た
現
金
は
わ
ず
か

10
万
円
だ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

―
次
号
に
続
く
―

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

し
た
。

し
か
し
、他
社
に
追
従
す

る
文
化
の
会
社
は
1
9
7
1

（
昭
和
46
）年
、農
具・
農
機・

農
業
機
械・
精
密
機
械
へ
と

急
速
に
変
容
す
る
ト
レ
ン

ド
に
乗
れ
ず
、経
営
破
綻
。

若
く
し
て
業
界
全
体
を
本

質
的
な
視
点
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
小
松
は
、会
社
に
何
度

も
改
善
策
を
進
言
し
た
が
耳
を
貸

し
て
く
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。「
地
域・
会
社
の
文
化
が
破
綻
の

原
因
」。若
い
時
の
会
社
倒
産
の
経
験

は
、の
ち
の
会
社
経
営
に
大
き
く
役

立
つ
教
訓
と
な
っ
た
。

小
松
は
26
歳
の
時
、休
暇
を
取
っ

て
安
来
市
の
清
水
寺
で
1
カ
月
、座

禅
に
入
っ
た
。そ
の
後
、事
業
家
を
目

指
し
退
職
。事
業
を
学
ぶ
た
め
大
阪

の
小
さ
な
機
械
設
計
事
務
所
に
半
年

間
の
契
約
で
入
社
、プ
ラ
ン
ト
設
計

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。次
に
、設
備

用
水
中
ポ
ン
プ
販
売
や
、大
型
フ
ェ

リ
ー
の
稼
働
式
稼
働
橋
の
提
案
、設

計
、製
造
、納
入
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

総
合
的
に
行
う
社
員
15
人
の
商
社

と
め
、全
卒
業
生
中
ト
ッ
プ
の
評
価

を
得
た
。

新
人
な
が
ら
研
究
所
配
属

他
社
情
報
に
圧
倒
的
に
詳
し
い

弱
冠
18
歳
の
新
人
小
松
は
、大
手
総

合
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
、地
元
唯
一

の
1
部
上
場
会
社「
佐
藤
造
機
」（
現

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
）に
入
社
、主

力
商
品
で
あ
っ
た
耕
運
機
の
開
発・

設
計
部
門
に
配
属
さ

れ
、ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
性
能
改
善
に
注
力

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味

耕
運
機
の
将
来
展
望
を
卒
論
に

「
平
和・
環
境・
健
康
は
ひ
と
つ
　神
有
月
日
本
語

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
座
談
会
」の
様
子
＝
2
0
2
1
年
11
月

豊洲市場に納入されている高速シートシャッター「門番」

佐藤造機研究所勤務時代の小松昭夫社長（左から2人目）＝1966（昭和41）年

松
江
工
業
高
校
時
代
の
小
松
昭
夫
社
長









島根県松江市八雲町に流れる意宇川日吉切通し島根県松江市八雲町に流れる意宇川日吉切通し
洪水を繰り返す暴れ川を 1706 年、56 歳にして一念発起した周藤彌兵衛は岩山洪水を繰り返す暴れ川を 1706 年、56 歳にして一念発起した周藤彌兵衛は岩山
の剣山に槌とノミで切り開く苦行に立ち向かい、1747 年、97 歳にして日吉切通の剣山に槌とノミで切り開く苦行に立ち向かい、1747 年、97 歳にして日吉切通
しを完成させ、意宇川の流れを変え洪水から村を守り意宇川の恵みをもたらした。　しを完成させ、意宇川の流れを変え洪水から村を守り意宇川の恵みをもたらした。　

日吉切通し
ドローン映像
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